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試験調査の部

工場廃液の水産生物に対する生理試験

〔I〕工場廃液の致死波度

事業場別の廃液の致死濃度については前年度に報告したが．その後続けて測定をおこなっ－

たったので報宕する。

実験方法

後述の 13工場主 1下水抽水場の謄掬こついて突験をおこなった。供試生物のうち淡水魚は

それぞれ等条件下で飼育したものを‘叉．海産生物は府下漁業者が採捕したものを活貸で本場

に持帰り、海魚飼育槽に蓄議して供試した。実験に当つては容器（直径6白錦、白色洗面器）

に膨れさせるため 1臼以上同容器で飼育した。実験中は．淡水魚の場合は換水しなかったが．

海産生物の場合は 1日1副洪水した。 トラエピの場合には水洗された砂を厚さ約3C1J.程度敷い

て恐怖感を除くことに努めた。

廃液は蓄養池の水で任意の波度に稀釈し 1汲度当り 5～ 10 Lの中に供試生物 10尾内外を

収容して致死濃度を測定した。致死濃度はプロピット法による平均致死浪度である。実験中は

測定時間を限宏することなし測定回数を多くすることにつとめ．任意の時間における各濃度

の反応個体数（発死尾数）を記録した．

結果及び芳察

突験の結果は第 1表に示しt.:;

平均致死溢度を推定する場合に得られた濃度一反応率曲線を直線に転換した時の回帰係数を

用いて抵抗性の経時変化について‘藤谷氏の方法により検討すると次のとおりである。

1，古河鉱議KK

コイ． トラエピでは時間とともに抵抗性は．弱くなっているが、フナでは 19時間25分

までは．強くなっており、その後反応率は増加していなし、。ワキシ仔魚では時間とともに強

くなっている。

2‘ 日本銀紙KK山崎工場



コイは19・時間以内では抵抗性は強くなっているが．それ以上では反応率は増加していなし、

5‘大阪金属KK

当工場の廃液中に含まれる有毒成分の一郎であるモノフロロ酪酸ソーダ及び‘モノフロ

ロ酷酸ソーダアミドについて実験した。

モノフロロ醍畿ソーダでは，コイの場合抵抗性は弱くなる傾向がみられたが．モノフロ

ロ酷酸アミドの場合には．コイは29 i期間50分から 46時間 10分の同まで抵抗性は弱

くなってくるが、それ以とでは逆に強くなってくると考えられる。

4.大阪木材防腐KK

当工場廃液中の主成分をなすものはクレオソート泊であることが調査の結果判明したの

で．市原クレオソート油をもって実験した。

ワキ γでは5時間 10分以内では抵抗性l主強くなついてる。

5＇鐘ガ淵化学 KK塩化ビニーノレ工場

コイは時lldlとともに抵抗性は弱くなる．

6.大阪帯革KK大和田工場

コイでは24；尋問以内では抵抗性は弱くなっているが．それ以上では反応率は増加して

いない．

7、ラサ工業KK

コイ．ネズツポ‘ワキンともに各制定時闘における回帰係数を求めることができなかっ

Tこも

8‘旭ガラスKK 

治

コイでは回帰係訟を求めることができなかったが．ネズツポにおいては時同経巡ことも 、
ない抵抗性は2時間3分までは強くなり．それ以上2：時間？分までは弱くなり＇ 2時間48、
分までは反応率は増加することなく過ぎているが‘ 2時間 48分から5時間30分までの

聞に詞：び抵抗力は弱くなっている。それ以上24.1時間までは強くなっているが， 2 4時間

から 48時間にかけて叉弱くなっている。

9，藤沢薬品KK

マクニ人イルガピリン工場．活性炭工場ともに回帰係数は求められなかった．

10，日光化成KK

コイ、ネズツポでは回帰係数は求められなかったが．ワキンでは2時間までは抵抗性は

弱くなってくるが＇ 2時間50分では強くなっている．
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1 1、酉井明染工場

当工場の廃液の主成分は晒粉（OaOOl）であることがわかったのでこれを水中に溶解

して実験したが、溶解時の諸条件により遊離撞紫量が左右されることが考えられるので．

硝酸銀滴定法により塩素盤を測定した。従って致死濃度はPPM/Lで示した．

コイ‘ワキン． ヒメダカ．マハゼ．ネズツポ‘クサフグ‘アイゴ等では、回帰係数は求

められなかったが、水中に溶解する遊離撞索は時間とともに少くなるので抵抗性は強くな

ってくると考えられるが．マガレイの場合ではる時間30分以内では抵抗性は弱まってい

る/J;6時間30分から 7時間では強くなっている。

1 2、和泉染工KK

コイ‘ワキ九ネズツポともに回帰係数は求められなかった。

1 3‘大野抽水場

コイ．フナともに回帰係数は求められなかった。

1 4，堺化学KK

コイ‘ネズツポともに回帰係数i工求められなかった。

総括

藤谷氏は．エYドリ γ；ヱシオマネキ、ガザミ幼主に対しては抵抗性に時間的変化はないが、

メダカ．コイに対しては抵抗性は．時間とともに弱くなることを報じているが、この突験にお

いても古河鉱業廃液に対しては供試宝物の極により抵抗性の時間的変化は異り‘ コイ、 トラエ

ピでは時間とともに弱まっていくのに対してワキ Y仔魚では強くなっている．又フナでは‘ 19

p 時間28分までは強くなってレて．その後反応率は増加していない。このことより同一毒物に

対する揖棋の時間的変化は分類特告な血縁凶係とは無凶係で‘極個々により抵捌全の時間的変

化の傾向は異なると考えられる。叉これら生物の央験水温について考えてみると‘ トラエピ．

( 1 6・0～20・0・C)' コイ（ 1 8・5～20・5°C）、フナ（ 1 9・0～21・0°C) 

ワキン仔魚（23・0～24・0。C）のJr闘で高くなっていることより抵抗性の時間的変化につ

いては水温も影響するように考えられるが‘この点については今後機をみて研究したい。

古河鉱楽のフナ、日本紡績のコイにみられるように‘ある時間までは抵抗性は暫時強くなり

その後反応率が増加せぬ場合については霊長谷氏の称えるとおり‘生物が環境に頗応してその毒

物に対する抵抗力が強くなったので‘ある時間以上でf！.毒性よりも抵抗力の方が強くなった

か叉は両者が等しくなったと考えられる。そして反応率の増加の止った時間以降における回帰



係数は Oとなると考えられる。

しかしモノフロロ酪酸アミドにおけるコイ‘日光化唱えにおけるワキヘ晒粉におけるマガレ

イ等のように‘ある時間までは抵抗性は弱くなっているがそれ以上では強くなる場合とb、大

阪帯革のコイのようにある時間までは抵抗性は弱くなってくるがそれ以上は反応率は増加せぬ

場合．又旭ガラスのネズツポにおけるようにこれ等の現象が入り交っている場合については説

明がつかない。このような現象が生ずる原因の一つに工場廃液の中の有毒成分は多くの場合．

二種以上あること．即ち復合毒物であることにより毒物相互間の相剰作用．抵抗作用によるも

のであるうと考えられるが． （イ）生物は如何なる感環境に対してもある程度。順応性を有す

ること． （ロ）毒物は生物の体表明‘呼奴告示消化器を犯すことにより又はこれら稼官より吸

収された後‘影響を与えるには．ある程度。時間を必要とすることを．考慮に入れるとうまく

説明がつくと考えられるがこのことについては追って詳述したし、。

要約

古河鉱梁ほか 12工場． 1抽水場の路液についてコイ‘フナ‘ワキン． ヒメダカ‘クサフグ．

アイゴ．ネズツポ．マガレイ． トラエピ等の任意の時間｝における平均致死濃度及び回帰係数を

求め‘各廃液に対する生物の抵抗性の時間的変化について検討した。

｜司ー廃液に対して磁の異なる生物を供試した場合．極により時間経過にともなう抵抗性はそ

れぞれ異なることが判明した。

抵抗性の時間経過にともなう変化については藤谷氏の考えによれば抵扮性は強くなってきて．

ある時間以上では反応率が域加せぬ場合については説明がつくが‘ある時間までは抵抗姓が弱

くなって来て．それ以上では強くなる場合．叉i九反応率が増加せぬ場合については説明がつ

かぬので再考したい。

（担当 吉田俊一，塩見明義）
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第 1 表

エ 場 名 製 ロロ同

供試生物品
実験水温 時 間

卒均

全体長l'tn 致死濃度
。c 時分

3‘ 古河鉱業 硫 酸 22・00 11. 7 3.32 
コ イ 18・5～ 24・00 8-8 3. 61 

駿｛じチタン 4・8～8・3 20・5 3 1・DO 7. 4 5.29 

48・DO 5. 5 6 69 

9・DO 8 • .1 6. 70 
フ ナ 1 9・0～ 19・25

3・9～5.3 21・0 5.75 6 28 

48・00

・35 .1. 20 21 54 

J’ ワ キ ソ ・47 3. 60 20 67 
（嬬化後 23・伊』 1・37

3・02 7 8 1 1 5日） 24・1。2・02

2・54 2. 50 6 84 

5・10 2.25 5 39 

トラエピ 16・0～
24・DO 3.40 4, 13 

44・10 1. 45 4. 19 
4・0～6・4 20・｛

4. 27 48・OD 0.98 
日 本紡絞 綿織物の精 2・30 20. 8 5. 33 
山崎工場 練漂白捺染 コ イ 25・0～ 19・00 ヘ

2・5～4.7 26・824・00 1 7. 5 5. 1 7 

48・00 戸

大 阪金属 フレオン 2 1・10 0. 116 1 • 18 
｛モノフロロ 24・00 0.084 1 • 4 0 

1- 瀦酸アミド）
イ 25・3～

25・40 0.067 1 • 7 8 コ

29・2
29・50 0.053 2. 16 

2・8～4・8
46・10 0.0059 0 94 

46・10 0.0077 1 .24 

52・10 0 • 004 9 1 .86 
大阪木材 薬品処理 ワ キ ユノ 15, 5～ 2・10 0.0067 2 65 
（クL叶ソートj曲 電柱机木 4・6～6・7 17・0 3・10 o. 022 2 .43 

鎧ケ淵化学 壌 化 24・00 7 6. 0 11 • 13 
（塩化ピニー ビニール コ イ 16・0～ 26・00 71. 0 16 • ::11 
ノレ工場 3・9～7.1 19・E27・00 6 7. 0 27 .03 

29 ・ 14 63. 0 4 7 .62 
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製 品
供試生物名

実験水温工 場 名
全体長m

。c
大阪帯革 なめし革

大和田工場 コ イ 17・0～

2・8～4-8 19・5

フ サヱ業 過燐酸石灰

燐 F改
イ

27・0～
コ

化成肥料 29・0

ネズツポ 27・0～
6・3～10・3 29・0

ワ キ ユ／ 27・0～
2・7～4・1 29・0

旭ガ フ ス ガラ ス コ イ 1 7・シー

2・8～4・8 19・0

ネズツポ 17 ・ 5～ 
8・7～13・ 7 19・0

藤沢楽品 マクニ γ
コ イ 18・0～

イルガビリγ
3.9～7・3 2 1・0

活性炭 コ イ 18・0～

3・9～7・3 21・0

日 光化成 ベークライト
コ イ 15 • 2～ 
4・9～9.3 17・1

14・0～
ワ キ ソ

1 7・0

ネズツポ
1 4・0～

17・0

-6ー

時 間
卒均

致死漫度
時対

9‘ 2.54 66 2 
3・30 40よ2

24・00j 33. 0 
48・00

5・10 17 3 

24・00

28・25

48・00

24・00 1 ＆－』20

48・00 12～16 

24・00 10～12 

48・00 8～1 0 

24・OD 1・5～.1.0 

48・00 1・0～1・5

1 ・ 52 7. 10 

2・03 6.80 

2・09i 5. 4 5 
2・48,1

3・30 4. 9 0 

18・30 2 65 

24・00 1 9 0 

4R・00 1 7 0 

2 1・00 50～60 

24・00 6ひ～70

4C・00 70～80 

24・0Diで/ 5 （｝～100 
48・00’

3・00 0・ω～0・05

24・00

48・00

1・DO 0. 47 

1・35 0. 2 9 

2・00 0.28 

2・50 o. 185 

1・00 0.038 

24・DO 0・02～0・位

48・00 0・01～0・a2

回帰係数

2. 6 0 

4.50 

14 22 

7. 9 5 

15.89 

7.69 

9. 6 7 
． 

1 3 8 9 

3 1 7 

2.82 

弐 47

8.30 

10.50 

2 8. 7 3 

6.06 

11. 3 6 

“之、
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場 製
供試生物名

実験水温 時 間j
平均

回帰係数エ 名 ロ広ロl 

致死波度全体長cm
。c 時刻 PPM 

西井晒染 木絹晒 コ イ 15・4～ 24, 00 
1 24～1刀

(oaool) 4.4～7.9 18・0 48・00

4ワ，2～キ 4，γ() 15・ト18・0 24・OD0 89～1 95,, 

ヒ〆タ3・1g 14・ 8-17・8 24・00 2 0～2 5,, 
2・1～ ,., 

2・55 1 • 9 3 ,, 8.36 

マガレイ
4,20 1. 7 3 ,,, 9 .2 7 

15・？～ 6・10 1.60 ,, 10 82 
10・4～

17・0 6・30 1. 5 5 ,,, 11.08 
15・7

7・00 1 .. 42 ,,, 6.75 

24・000.8?～1. 24 ,,, 一
－マ J、ゼ 1 5・9～ 6・22 0. 52 ,,, 4 63 

5・5～7・9 17・0 24-00 0.3ト o.日。 一

ネ1o.ズ4....,;ツ.1；.ポ4 15・9吋 7・0 24・000.71～0.89 ,, 

グR，・7サ～フHIグ．“ 15・ 2-17・2 24・001 24～1. 77庁

ア10・2"-イ－－11・コ2 15，子－17・2 24・oo2.13～2.40 ,,, 

和呆染ユー 捺 染 19・0～ 24・OD 1. 0～2・5第
コ イ

21・0 48・00 1・O>

19・0～ 24・00 5. 0～1〔.o
ワ キ ン

20・0 48・00乙0～ 5.0 

ネ8・6ズ～ツ13 ・ポ7 24・000.75～1.00 

大野抽水場 コ イ 19・0～ 24・OD 4.0～6. --0 

4・8～8・3 2 1・0 48・OD J.O～6. 0 

プ ナ 19・0～ 24・oo4.0～6. 0 

3・9～5・3 21・0 48・oo4.0～6,0 

喜界 1t 字 亜鉛華 27・0～ 24・0日 1 .B～1 .ヲ
コ イ

酸化チタン 28・0 48・00 1.8～1.: 7 

ネズツボ 27・0～ 24・OD 2.0～3. 0 

6・3～10・3 28・0 48・00 2 0～3. 0 

〔11〕 汚濁水中における生理的反応

工場廃液叉t工業物等が水産生物に及ぼす影響については致死漫度、嫌忌滋氏不好機度等多

くの研究がなされている .o~，これらはいづれも単一の工場又は薬物を対象としたものが多く．

大限市周辺における如く極々異なる産業の魔液が一つの河)IIに流入する場合．又は数河川が一

つの湾伏阪湾〉に流入する場合には．河JII又は湾内に生息する生物。受ける影響を前ずるに

ノ



当つては．毒物の復合作業とか廃液の分散の商より見て．単一の廃液又は薬物を対称としたの

では当を得ていなし、。

さきに当場では海水の化学的性状より大阪湾におけlJ汚水の影響区績を推定したが‘この区

域が水産生物の影棋iを受ける区域と合致するとはいえな川この影響について岸壁着生生物‘

底棲生物‘浮静生物及び有用生物等0分布状況より推宏ずる方法もあるが．この推定には漁獲

強化とか気象．海況の変化による資源盈の減少及び生物相互間の生存競争による生棲比率の変

化等が成ってくるので廃液のみによる影響を知ることは極めて困難である。廃液が湾内tこ流入

した結果資源が減少する場合には、濃度が大である場合は移動産度の鈍い底凄主物は発死し‘

滋詠生物は散逸するが．漢民：1;：小である場合には弊泳生物でも逃けることなくやがて発死する

と云われている。

後者の場合には生理的に何等かの差があらわれると考えられるので‘この差をもって影部区 ‘U 

域を推定する計画をたて、その予備実験として生理上どの点に差があらわれるかについて二三

の実験を行なった。実験に当つては調査船とでも容易に斤なえること．又は調査船上である程

度の処理を行ない実験室え持帰った場合にもよく現場。生理状況を保存していることを第一。

主限として次の実験を係用した。

A ・ミジγ コの心脳専動敏の変化について

環境の変化に対する心臓持動教の変化については．アコヤガイでは稀釈海水温度＇ pH  

に対する彩色iを、カキについては続釈海水、薬物．産業廃液‘都市排水の影容を．又ミジ γ

コについては麻酔誌の効果判定に利用している．このうちアコヤガイ、カキについてはいづ

れもカイモグラフによって持動状況を描画している。中でも州木藤谷氏は持動数と領巾よ

り求めた仕事E置を用いて影縛を判断しているが．調査船（5トン）の室内叉は甲板上で行な

ったり．出張先で行うには‘多くの不便がともなうのでミジンコによる方法を採用したが‘

海においては熱帯魚餌料としてのbrain shrimp の幼生を使用することが考えられる

がこれについては追って研究したし、。

実験方法

古河鉱業KK、日本紡積KK山崎工場の廃波及び硫酸マグネグウムを夫々任意の滋度に稀

釈した溶倣ヲ 50 O 0を管締ことり‘その中に人工培養のミジYコ（Da.phn1a.long!-

sp 1 nn a －）を金制紛で大型のもののみを選別してピペットで水とともに投入し 1時間経過

後の心臓縛動数を算定した。

-8ー
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縛動数の算定はホーノレのあるデッキグラスの中心部に前述の処理をされたミジンコ 1個体

をピペットを用いて溶液とともにホールtこ入れ‘気泡の入らぬようにカパーグラスをかぶせ

て顕微鏡（ 1QX4Q）下で20回持政こ要する時間をストップウオッチで測定し． 1分間

の縛劫数に換算した。測定はカバーグラスで封入直後よりおこなったが．封入後約1分間位

は測定値b・嚇常に不揃いであるので．この郎分の記録は除外した。

培養池より傑集したミジンコは恒温水槽中で 24時間経過したものを使用した溶液を充

たした管瓶は恒温水槽中において突験温度を一定に保った。測定中の室温と実験水混の差は

1～2 °Cであったのでデッキグラスの保温については考慮しなかった。

濃度については予め調整したがミジンコの投入と共に水も加はるので実験終了後修正濃度

を求めた。

結果及び考察

結果はA-1, A-2, A-3表及びA-1, A-2, A-3図に示した。図より明か

な如く古河鉱業及び日緋勾崎工場廃液では波度と持動数とは逆の相側関係にあることがわか

った。硫i攻マグネシウム溶液でもやはり滋i支の低くなるにつれて縛動設は減少しているが．

汲皮と持助教との関係は直訴秘係ではなく波皮 (Jc)bi 2を底とする対数 log2x tことなっ

た場合はA-3国のように対数直線関係になることがわかった

A-1表古河鉱業KK廃液に対するミジYコの心政治砂数（水温22 °C) 

i設 度 補正濃度 測定個体数 延測定回支え 2 0団体勤時間 1分間持動回数

。'1 。% 1 0 4 0 4・41秒 272・1

0・05 0・048 3 1 0 4,48 2 67・9

0・1 0・096 3 守 4・81 249・5

0・2 0・192 8 2 4 5・02 239・0

0・4 0・385 8 27 5・00 240・0

0・6 0・577 5 1 6 5-64 212・8

0・8 0・769 5 1 5 6・23 192・6

1・0 0・962 8 23 6・29 190・8

2・0 1・923 8 9 12・91 93・8

-9-
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A-2表 日本紡紙KK山崎工場廃液に対するミジンコの心臓縛動数（オ姐22 °C) 

濃 度 補正濃度 測定個体故 延測定回数 2 0回縛勤時間 1分間持動回叡

。。 ~ 。J 5 2 5 4・85秒 24 7・A

5 4 ・・81 5 22 5・5・4 216・6

10 9・62 4 2 0 5・87 204・4 

1 5 14・42 5 25 5・95 201・7

20 19・23 5 2 5 6・12 19 6・1

25 24・04 4 2 0 6・24 192・3

40 38・46 5 2 5 6-44 186・3

A-3表硫酸マグネシウム溶液に対するミジンコの心臓持助教 （水温20°C) 、・句.,・ 
oPP仇 シi 3 1 5 5・89秒 203・7

0・0625 0・0601 5 25 7・13 168・2

0・1250 0・1200 5 2 5 7・50 160・0

0・2500 0・2404 5 2 5 8・24 145・6

0・5000 0・4806 コ 2 5 8・37 14 3・4

,[., ー 300 目：、。 ＼ 《3、
,C,, 

j臓助数事 200 0 

E哉

持200
動

。＼ト＼
ミし

数

150 

100 。

1.0 20 濃度（%） 10 20 30 40 
濃度情）

A-1図古河鉱業KK廃液に対する A-2凶 日本紡績山崎工場廃液に対するミジ

ミジンコの心臓f雪崩数 ンコの心臓持動数

ーl0一



.> 

心200 

臓

持
動

数

1 so 

み180

樽

動

数 160

0・1 0・2 0・3 0・4 0・5
濃度（%）

140 

A-3図硫酸マグネシウム溶液に対

するミジンコの心臓捧動数

B 総蓋運動こついて

o. 0625 0・125 0・25 0・5濃度（第）

A-3 全左

（浪度Xを 10g2 xでとった場合）

綴蓋運動数は大体呼吸数と合致するようであるが‘コイ．フナ等身こおいては呼吸運動の！日｝

に一定の適期をもって口腔．鰐に償った泥土を洗い出すための洗糠運動である消婦運動をお

こなうことが知られているので、延長潟物質の多い場合には！題担！｛動をカイモグラフによって

描画し消婦道盟訪のおこなわれる辺JUjを測定することも有効である。叉呼吸運動は水中の溶存

政宗量．炭酸ガス含有主主 PlI‘重段段抵の含有比水の法透圧．水温等により変化がある

ことが知られているので、ここでは清掃運動と呼吸運動を合せた母、遺運動の数を測定して差

があらわれるかどうかを調べた。

実験方法

歩島 実験装置は B-1図に示す如く．水槽T1 tこ滋度を調整した廃液叉は薬物を充たし‘水槽

ろえはサイホンSj’こより導かれる。水槽T2は常に溢水させることにより水位を一定に保

つようにする。実験管Eえは水槽T2よりサイホンS2により導かれる。この場合Tz とE

の高さ及びs2の直径を調節することにより流量を調節することができる。

実験管Eは直径35mm長さ 120mmの管瓶を使用した。実験管Ei主B-2図に示す如

く．内郎はガラス板Dにより 2分されており．その片側はガラス綿を入れ内部には注水管工

がある深夜験魚はガラス納その片側はガラ柑aの入っていなし測に入れられて鰯昌運動に支

障のない程度にガラス板によって体側を押討にしも。封臥管Oは注長音工ととUこコノレク樹こ切 ~I,え

ここでは水槽Tt えは古河鉱業廃液の梯釈溶液を充たしコイ稚魚及びマ八ゼの館、輩泌動数

を測定した。流量は 1分間当り約 10 0 O 0であった。
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B-1図実験装置

Tl・・・・・・水 槽

ち－－－－－－
句…・・・サイホ γ

匂・・・・・・ 。
E ・・・・・・央政官

工・・・・・・注水管

0 ・・・・・・排水守

B-2図実験管

工・・・・・・注水管

0・・・・・・排水管

D・・・・・・ ガラス絞

、一

魚体を封入後直ちに溶液を流下したが：！え初は泡！~Jが不足別であるので規則正しくなるのを

待って測定を倒始した。測定は怒益巡訪を20 回おこなうに~する！時間jをストップウオッチ

で測定し突験終了後 1分間の巡動数に換算した。 1濃度当り 5尾を供試し‘ 1尾につき5回

づっ測定した。

結果及び芳察

結呆はB-1. 8ー2表及び B-3, B-4図に示したとおりである。

コイユおいては泌皮が大になるに従って運動数は減少しているが‘マハゼでは2弟までは

運動数は増加するが2%以上では急激に減少している。これら遥動紋の変化は溶液のPH及

び溶存酸素盆とは鴎係がないもののようである。原島記量動致と水温‘溶存酸素とは密接なi舟

係があるが．この場合各濃度における水温は等しいので陶題はないが．浴存般素盈はこの程

度の差では鰐蓋運動数に影響を与えておらず．むしろこの突験においては廃液の濃度により

変化したものと考えられる。

コイにおいては路液の滋度が大になるにしたがって‘運動機能bi除々に弱まっていくこと

-1 2-
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B-1 表古河鉱業路液に対するコイの·~蓋運劫数

コイ 体長4・8～7・rx:m2 5尾

水温 22。C 流量 1 oocc/m1n 

淡 度 実含験有前酸量素 実験前PH 時20回運動間 分間
運動数

。第 8・3Efラi 7・2 8・53秒 140・68

9・06 7・1 ？・64 13 4・85

2 9・68 6・8 9・58 12 4・21 

3 9・42 6・0 10 ’ 40 115・38
4 8・57 6・0 12・09 99・26

~ 
B-2表 古河鉱業雌波に対するマハゼの鯉議長五動数

マハゼ 体長5.2～6・9cm 3 0尾

水温 2 1 °C 流量 10occ/m1n 

。 停 8・12°シL 7・2 11 ・ 5 秒 1 04・35

9・50 7・1 1 1・0 109・09

2 ？・ 92 6・0 10・8 111,11 

3 9.59 6・0 1 1・5 10 4・35
4 8・43 5・9 12・7 94.49 

5 ？・ 83 5・7 16・2 74・07
6 8・96 5・5 90・0く 。本

ァ・ 本運動中止せるも正常水に帰したところ静泳した。

より廃液の毒性が蓄積性である場合には致死経過中に苦もん．狂奔することなく g老死するこ

とが推定されるが‘このこ・とは致死濃度の測定。際に確かめられた。叉‘マハゼにおいては

2掃において運動数が最も多くその前後で少くなっていることは廃液中のある成分が刺戟と

なったためか‘叉は苦もん症状のためと思はれる。
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B-3図古河鉱業の廃水

に対するコイの

fW.蓋運動

0 2 4 6 1註度%

B -4 [gJ 古河鉱業廃液に対するマハゼの

思蓋運動数

蓋

運

動

数
150 

崎、
、．．
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司、
C .赤血球の大きさ及び形滋について

狩谷氏は呼吸困難の状磁においては魚穎の赤血球抵抗が弱くなることを報告し．硫酸鈎溶

液中で中毒死した場合には強くなることに触れている。又藤谷．千国氏は苛性ソーダ溶液で

姥死した場合には強くなることを報告している。この結果より一般に環境水中に異常に物質

が溶解している場合には赤血球抵抗力は強くなると考えられる。この赤血球抵抗力は惨透抵

抗力であるので‘抵抗力が強くなると云うことは赤血球細胞膜が質的に強くなるためではな

く赤血球細胞内の水分が減少したため細胞内の巌遥圧が大になった給呆であるよ考ゑた。．こ

の考え方が正しければ赤血球内の水分のl取かにより赤血球はい縮して小さくなると，思はれる。

この場合血球の長、短径とも同じ比率でい絡するか‘又は長径と短径のい，縮率が異なるかの

どちらかであるので次の方法によって大きさ、形態。比較をおこなっt.::.,.

-14-
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実験方法

福山製紙廃液及び海水中で一定時間経過後も生存していたコイ稚魚の尾部を切断して下行

大動脈より滴下する血液により塗沫傑本を作成し．顕微鏡下でマイクロメータを使用して赤

血球の長色短径を測定した．

結呆及び考察

結果は0-1表に示すとおりである。

。ー1表 海水及び古河鉱業廃水中で生息するコイの赤血球の大きさと形態

区 分 コイ（正常魚）
海水8（時比露間経1・過02後O) 
でd 古婦中河鉱で業10路0時液間句 全10左0時間2経0過%後
のコイ（6 °C) 経過侮〉コイ（8。。 のコイ（8°C) 

供試倒体数及び体長
2 (5.0～6,2) 2 5.0～6 2) 8 (4.6～6.3) 3 (4.8～53) (cm 

1尾当り赤血球測定
20 20 20 20 数

赤血球の長径（μ） 平1D均92～14.56 10.92～12.74 平1之均74～11820 体o.i2--16.3 8 13.29 平均 11.83 4 66 14. 45 

全 短径（μ） 7均28～10.92 7 28～9. 1〔〕 卒7，.均28～1092 7.均28～10.92 
平 8・83 平均 7 28 9・08 平 9.2 1 

短径／長径×100 50・ひー75.0 57 ・i～66.7 50均. 0～75. 0 卒50均:. 0～87. 5 卒均 66.4 平均 61 5 平 61. 9 63. 7 

この結果より長径．短径とも正常魚に比して・海水中では小さくなり．古河鉱業廃波中では

.，...大きくなっているが．短径／長径比では両者とも正常魚に比して小となっていることより海

水及び古河鉱業廃液中で生息した魚は正常魚より赤血球の形が長くなっていることがわかる。

しかし・濃度とは一定の関係がみられなかったがこの突験が冬期におこなオコれたため実験水温

が低いこと‘及び実験個体の極めて少いことによるのではなし、かと恩はれる。

要約

1）汚濁水中で生息している生物について比較的簡単な方法で生理的影鮮の有無を判定しよう

と試みた。

2）古河鉱業．日紘1t崎工場廃液中で生息したミジンコ（Daphn1a long1sp1nna) 

の心臓縛動数と‘これら廃液の濃度とは逆相関々係にあり．硫酸マグネシウム溶液では．濃

度（×）を2を底とした対数（olog 2 x) にとった場合に逆の相関々係がみられた。

-1 5ー
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日銀蓋運動数については古河鉱業廃液中におけるコイ縫魚は濃度が大になるに従って減少す

るが、全廃液中のマハゼでは2$までは除々に大になり 2J以上では急に減少しているb

4）環境水中に薬物が混入した場合赤血球抵抗力が強くなることからその場合

には赤血球の大きさ及び形が変るのではないかと考え．コイについて実験したところi海水

中では小さくなり．古河鉱業廃液中では大きくなっているが‘形態は両者とも長くなる傾向

がみられた。但し突験水温の低いこと及び供試｛団体数が少いためか濃度との関係はみられな

かった。

（担当 吉田俊一）
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パプル工場屍水の分散と生物相えの影楼調査

各種工場廃水の中パルプ廃水の水産生物に及ぼす影響が特に大きいと卦フれている。よって

水質汚禍調査か一環として神崎・JIl周辺にある製紙工場を対象として（図工ー 1)都市廃水と混

合するパノレプ動kの分散及び泥質、水質．定着生物‘プランクト Yえの影響を調査した。

なおこの調査は農林論業応用研究費で行った。

調査計画の実施

1 廃水の分散調査

( I)排水口附近における分散と分散に要する時間調査

8月22日（ 1957）満．干落潮時の3回蛍光染料ウラニ＇：／ （黄緑色）を排水口（神

崎製紙Kめから流し勘kの分散する時間の測定を仔った。

排水口附近の分散広ついては9月22日（ 1957）下流約1,00 0 mの間に調査地点

2 0点をとり（図I-2）満干潮時2回各点上中下層を PH,COD,DOの調査を行った。

(ll)神的川河口附近における分散調査

神崎川及び河口一帯は8月27臼（ 1957)図I-3に示した22点を満．干．語長‘

落潮時の4回各点表面． 0・5m 1・Om,1 ・ Sm尉こついて PH,01,00D,DOの調査を

行った。

2 底質及びべγ トス調査

6月（ 1957)及び3月（ 1958) 2回凶I-4に示した神崎川及び河口一帯26点

シ についてエツクマγ擬蹴校用いて鋪尼し．一部を底質分析試泥として採取した後.1m m目

の飾て・処理し残ったベシトスについて種類及び個体数を算定した。混質は COD,!OD ，全

硫化物．遊離硫化物の調査を仔った。

3 プランクトン調査

6月. 9月（ 1957), 3月（ 1958）の5回図I-5に示した地点について北原式

採集ネットを用い縦曳（底より表面迄の垂直採集）．横曳（表面 10mの水平曳）を行った．

定量は九テγベルピペットを用いて行った寧

＊ 資料を 1, 0 0 0倍に稀釈しその0・2C c採取して行った．

-17- ．． 
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4 貝類の生息状況調査

6月（ 1957), 3月（ 1958）の2囲神崎川河口一帯 18地点（図I-6）につい

て．当ニ莱船（貝桁材司Dで試験操業を斤った。漁具は図に示した。操業は曳網距離 15 m ・（面

償 13m2）に一定し‘漁獲動．の極類．組成を調査し鰍こモガイは漁獲量のほか鮫長組成．生

貝と死貝の割合等について調査した。

5 漁業状況聴取調査

この調査海域を漁場とする大阪市漁業組合大野支部．福支郎の組合員から．陥丘の漁業状況

について聴取調査を行った。

6 事業場調査

事莱場の概要について調査した。

図I i凋査地波及び調査地点

図I-1 調査地域見取凶

結尺而耐

l • 000 3, 00161 

3000 m 

図工－ 2 排水口附近分散調査

← 200m → 

4・・・10 II 、；製

紙
'8 ・7 ・6¥ 800 m 、，

阪

湾

-1 s-
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図I-3 廃水分散域調査 図I-4 底質及びベントス銅査

ー’
図I-5 プランクトン調査

伊‘
6' 

図I-6 試験操業

・
ラ
ノ
『

‘J
’
 

，、、． 
．．・＇・‘． 

、s’.. 晶、2

結呆及び考察

廃水の分散調査

(I)排水口附近の分散及び分散に要するl専問調査

パルプ廃水は茶褐色の泡立の多い誹水であるが神崎川自身が高度に汚染され黒灰色を墨し

していて廃水の範囲を色別し難く‘ただ下流約800m附近まで泡の流動が見られたので．

これを目標に染料溶液を流したが．始め3～A分約5mtt.黄緑色を確認できたが沈降するに
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の場合は相当沈んでも判別で（普通消澄なつれ河川の水色に覆われ判別でまなくなった．

この附近は各潮時共河川水の流動は殆どなく Smの移動に約3～4分を要すること

から 800m附近までに 7～8時間を要すると見られる。

排水口附近における水質調査の結果は附表第 1表に示した通り．

きる。）

PH  は全般的に酸性て・満

干潮共に6・0～7・0で特に排水口附近（ S色・ 1 5）は4・1としづ極端な酸性であった．箆

図E 排水口附近における分散状態（ COD) 

⑮ 1000以上 ⑮ 100～1000 含 10～40 ②

全

40～100 

－、企，

下層

③ 

，－、 玉三町、‘1:._,.: .，，令、
一、．‘、『・．一、~'.; ..ふ・.°'JJ司、． 匂 ．・旬 ， 
一

人

中層全満潮表層

、L

全中層全。

久
-2 o-



,';111" 

／ 

一，．‘

水の鉱蹴た況をOODについて混わすと図且の如き状態となる．民lJち干混特は表層では排水

口附近の極小範囲にい 141mg/fの高い値いの廃液が見られるほか附近は 10 mg/ f以

下で顕著な傾向は見られないが．下流約400mから右岸におって 1omg/.e以上のやや高

い水塊があって右支流に流れ込んでいる。中層下層は大体同じ状態の拡散を示しfJ／：水口附近

は高濃度（ 1・ooomg/.e）でその周囲を50 0 mg/f,種皮の廃液が匪織している。しか

しいづれも狭い範囲であるが中層以下では 1oms/.e 以上の廃液が排水口から右帰に泊っ

て除々に流下し右支流に入り込んでいる様宇が見られる。満潮時における拡散は上中下層共

に顕蓄な傾向は見られなかったが．上中層においては全面的に 1omg/p以上の廃水が覆っ

ている。但し下瀞こおドては満滞陣にかなり強く海水の浸入があるため 10 mg/f以上の

水擁が僅かに見られるだけで．殆ど 10 mg/,e 以下であった。この践に満潮時に低くなっ

ていたことは満潮による河JII水の増量か、水位向弗こよる排水被能が一時に弱まることによ

るか．叉排水の時間的放出量の相違‘廃水の成分の変化l;iし

の点は確めていなし〉

0 lについては叫ー 1, 2に見られるように大体1～5竹で殆ど駄に近い状態で

あるがI l詑溺時には底層に相当海水の浸入があり高首位（ 1 0～ 1 6 8/ f, ）な水奇fbi見られ

る。しかし認休日附近は急t己主成度が低下しているところを見ると或程度工場E剥くが流出して

いる践である。

図皿 排水口附近の01の分布

図立［－ 1 干潮時における 0.f,の垂直分布

o-o 表層

x-x 中鴎

6 .I-¥ ＼ 。ーー・ 底層

4 

2 

。；， I I I I I I I t t t f t f f f t f I s色

20 15 14 9 8 3 2 19 16 13 1 7 4 18 17 12 11 6 5 1 
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図lli-2 満潮時における 01の垂直分布
CI 

~L 
16 

14 ／＼ 

8 

’〉＆

12 

10 

6 

0 

2 0 1 S 1 4 9 8 3 2 1 9 16 13 10 7 4 18 17 12 11 6 S 

2 

20 15 14 9 8 3 2 19 16 13 10 7 4 8 17 12 11 6 5 1 
表防

中間

、L底起j

• 14以上 @ 1 0～ 1 4 

(11)神崎JII河口附近における分散域調査

凶I-2に示した神崎川下流域と海面沖合約2,000mの広範囲における廃水の分散

調査を行い附表第2表の結呆を得た。この調査によると神崎川の両支流は各潮時OOD は

5mg/R以上で全般的に汚染されており特に顕著な分散は見られない。両支流の汚染度を，

比較すると図IVの如く右支流がやL高い．これは前夜で述べた如く廃水b：右岸に沿って流・

動し右支流に多く流入するためであろう．
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OOD 凶IV 河崎川両支流における 00 Dの比較

14 mg/.・ 4」 ぷ』

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 I 
0ーー満潮 Om 

。ーー梢潮 1・5ロ ム一一一干潟 1・sm

s七

18 17 16 15 14 18 20 21 13 

上流 右支流 河口 上流 左支流 河口

両河口から沖合における分散l主t&Vの如さ状肢を示した。この海域l主湾奥郎の故もi定取こ

位し．しかも淀川本流の訟い影響を受けてL、る海以ε従って干満による溺流と淀川｜自身の流

.,,. 勤により常時変化している。総体的には出｜｜によって南への拡散bifill.Iとされ広範凶に及んで

いない践である。これを各潮時における C0 Dの分散状況と 0lの分布状態について考祭す

るとも干潮時の表面は淀川本流の水流が相当強力に附近一帯を覆っていて 5g/ f),線が遥か

沖合にある。従って廃水は淀J11の水流の影符を受けてやや北部寄りに小範囲に分散しており．

特に8mg／£線、の左半分は相当圧迫されている慌である。中層となる淀川本流の水勢と潮

流との入り込みで 01分布は複雑な係相を号しているが分散は表面と同隊北部に偏してし、る．

特に8忠 g/f線こおいては淀J11の水勢と溺流の入り込みで極度に北邸に圧迫され‘北岸に沿

って除々に拡散している様子が見受けられる。

満潮における表層のか故は淀J11オ読の水勢カ・劣えると共に南西からの潮流に押され5mg/f

縁では南寄りに張り出してきているが、 8mg/f総は全面的に河口附近に圧迫され顕著な拡

-2 3-
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散は見られない。中筋工 Ol 1 4～1 7g/fで全く淀川の彰響が見られな川

図V 海面における OODcT.>分散と Clの分布

OOD //h次グ amg/f κで；、 5m.g/l 

0 l .，..－－「＂＇ 5～13g/p 

満柳時表面 干潮時表面

満潮時中局

次に神崎川の両河口を却点として 6放射糠状について拡散状況を図示すると図VIの如き結

果を得た．即ち左支流（東寄）を起点とした5線（A-1,2,3）は各潮時、上中層共に

汚合に向って規則正しい拡散を示しているが．右支流（西寄）を起点とした3線（B- 1 • 

2 • 3）は共に各潮時．上中層が錯綜しており特に中央郎Bt.6,7,8点は全く混乱してい

-2 4-
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~ 

~ 

る．この3点附近は調査中の観察によれば潮流と淀JIiの影響により緩やかな環流が形成され

ていて水の量換が惑いためにおこる混乱と忠われる。 PH t工大体治併特は卒常に近い状磁

を示していて 7・3～7・ao聞で．干潮時．落潮時には河川水（主として淀JIは流）の影響で

全般的に低下し嫌に干潮時にはこの傾向が強い。叉沖合数点の中層にも淡水の混入による低

下が留められた。満潮時は外域海水の浸入もあって干潮時に比較して幾分回復している。殊

に 1Km沖合では殆ど通常の値を示している。河口及び河川内は6・0～6・9の範囲で酸性であ

った．

COD 図Vl 河口より沖合への拡散状況

10 

9 

B 

7 

5 

4 、J L.ふ ， F。 、
、、。

A-1 A-2 A-3 

13 10 2 13 11 
（河口） （沖） sも

15 

14 

13 

12 

11 

9 －、ー＼ 4込
8 

7 

6 

5 

4 、J '-../ 。
2 I B-1 B-2 B-3 

5 14 7 4 8 3 s七
（河口） （沖口）
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0--v 満潮 Om 

0-0  N 1・Sm・

A-A干潮 Om 

ム一一ム 。 1 • 5m 

2＇底質及びベ Y トス調査

神崎川及び河口一帯2・6点について 6月（ 1957) 3月（ 1958）の2問調査を実

施した。本調査の結果は底質については附表第5表の通りであるが底質の分布状態を図示

すると別図Vlf，の如き分布状態であった。則ち6月の OOD !OD ，硫化物• I L羽信百こ

ついてみると河口から沖合約500mと淀川｜をはさんでい 500m沖附近にかなり広範

囲に高い値を示す泥質帯ぷ見られる。河川内は OOD最高 7oog/g，最低 17m.g/g.全

硫化物d～6mg/gで工 ODからみても相当選元性の強い有印訪の堆債が窺れる．但し河

口の直面j直後は低くなっている。

3月は全体的に各値は低くなっているがこれは水混低下に伴って硫政樹産元細菌の活動

の衰弱と思われる．なおこの場合も河口部が沖合よりむしろ良＼，-4犬態にあるが、河川水中

の沈澱物質の沈降が流畳．流速i品流．控類等の量三絡で河口より宕干離れた所にかえって多

く堆償するためで．このような例は他にもしばしば見られる現象である。河川内iま6月よ

りは低いがそれでも 24～4 2. mg/g で冬期も汚染度はかなり高く底婦水の極化が考え

られる。

、‘

反に各地点の結果を0I曲締こ当はめると 3月は河JIlを除く殆どが長単線内又は々の崩 コ~

蹄こ故在しているが. 6月は逆に河川｜は勿論海面もれ・ 3・5,8 を除く殆どの地点が基

準線外にあって調査区域。大部分が汚染され加えて夏期における選元菌の活動が窺われる．

ベシトスについては附表第4表に示した通りである。総体的に多毛頬が多く全地点で採

集された．次で具類。2全体の 5～ 10 第でかなり汚染された地域でも見られたが甲殻婦は

極く限られた地点で保築されたのみであった 3月と 6月と比べてあまり顕著・な差は見ら

れないが量的には6月は相当滋少している．
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関四底質の分布状態

。0D 分布図
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プランクトン

プランクトンは6月， 9月（ 1957),

6 2 

3 

、喝、、
3月（ 19 S 8）の3回神崎川及び河口一帯 11

地点について縦曳横曳を行った。その結呆は附表第5表 1, 2 , 3に示した。量的にほ3月

この傾向は多分季節約消長によるものと思わ

れるが‘水温の上昇サこ伴う汚染の影醤が加わって更に顕著に現われている嫌である。各月の

出現状況を見ると 3月には総備句に植物性プランクト γが多くかえって動物性プランクト γ

は個体数‘種類共に少ない．植物性プラ γクト γの大節分は OhaeもQ.B8I.'OS 属であった＠

が最も多く 6月・ 9月と次第に減少している．

（神崎川I) bt最は全地点に見られ特に St.20動物性のもαDうちNoc.aoen色1lla.na

も多く採集された。 6月は縦曳‘機曳共組成の大邸分l:tS k • 0 OB七a色umによって占めら

叉河川内に

も拘らす‘淡水産プラ γクトンが全然見られなかった．・ 9月は5月， 6月に比ベて量的（I国体
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でB’

~';' 

数）には非常に少ないが出現極頬はかなり多い。その中9月に限って始めて淡水産プラ Yク

トンが淀川本流寄り数点に出現している。しかも沖合（s七・ 8）に相当量が見られ淀川｜本流

匂＊勢IJ~沖合 1,000m以上に及んでし、る簡を子が窺われる．叉 st .s. 1 aにSk.cos七a七u

b~全然見られなかった。 （図XI 参照）

以上各月における出現状況を綜合して河口及附近一帯の水質汚染とプランクト Yとの関係

はあまり明確でない。しかしプラ γクト Yの総嗣句量は9月に目立って減少し更に縦曳と横

曳との比較についても図Xの嫌に各月共縦曳より横曳の量が非常に少なく．その傾向が9月

に最も大きく現金オ1ているのは汚染が表面に多くしかも水温の上昇に伴い影醤が大きく作用

しているものと駒フれる．

＼図lX 季節別プラ γクト Yの分布図

lX-1 縦 曳 政一 2 横 曳

3月 3月

6月 6月
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図X 縦曳と償曳の係集盈
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4 貝郊の生息状況辺三

9 月

4、

10 12 13 15 16 17 20 2?. 24 

貝桁f；ー；を伎j刊し6月（ 1957) I ろけ（ 1958 ）の 2 回－i~Mr:,j)I l河口一帯の試後Ji~議を

行った。給公は肝j表~1161} 1 , 2 ！’こ示したと：大よなfUJとして以 6｝；！士一tガ.｛ t：！／トほめど何

獲されないが3月にばモガイのほか？をレイ．エピ‘アサリその他の只矧がかなり混淫されて

いる。モガイの漁獲状況を図示すれば図XIの如く 3月は底質としては一政に正常であるため

か河口附近一帯においてもかなりの漁獲を示し．特に左支流河口及び淀川｜寄りには相当生忠 良

凶｝任モガイの生息状況

100 0以上

500-1000 

200→00 

10（｝せ00

旬、-100

1か毛~

10以下



していて漁場としても一応成り立っ

ている0 6月はややそのJl:+"1減少し

ているが．しかし3月に比べて河口

見られる上にさきに述べたzピ．カ

レイその他の漁獲物の少ないこととあ

図Xll員桁網略図

わせ水温の上昇4こ吋も魚員類に影響 肩巾2・5尺，爪の長さ 7寸，爪の間隔8分，爪の数

及ぼすのではないかと恩われる． 30本，袋の長さ 1尋，ワイヤーの長さ 10尋

~ なお使用した漁具は図Xll＇である．

戸曽

5 漁業の聴取り調査

神崎川河口及び淀川河口一帯を漁場とする大阪市漁業組合大野支紙福支郎員について漁・

業の務取り調査した概要は次の通りである． 大野支節＝組合員は現在30名で漁業はアサリ

をとる貝巻漁業とモガイをとる小型機船底曳網が当時U坊を、只巻漁業は5序回11筋縄期

でき O名中 18名がこれに従事しており．猟期外の2舟旬4｝苦司ヱショウオ母様奇こ移る3 漁獲高

はシラウオの方ot良くアサリは年々減少していく一方でシラウオ取りをしない漁師は冬期は．

臨寺人夫又は工員となっている。貝巻の最盛脚こは 1統 1日当り平均4～5升のアサりをと

り淀川河口が主な漁場になっている．モガイをとる小型機紛底曳網即ち貝桁漁業は一年中操

業しているが．漁期としては9月から翌年の4月までで， 3 0名中 10名がこれに従事して

いる0 1隻の漁獲平均は 1日1D 0貫種皮である．

福支00=組合員31名で漁業は大体大野支郎と同様であるがこの他ジヨレy （掻貝類に入

る）を使用してシジミをとる者がある。その内訳は艮拳 1D名、艮桁3名．ジヨレ '!.118名

である．シジミをとる漁業は4月～ 10月が漁期で漁獲は 1日2斗（ 1 2貫）程度であるe

漁場は淀川内郎伝法附近を中心とする部分である．

6 事業場調査

調査年月日

事業場所在地

事業場名

作業場延坪数

作議員数

昭和32年 12月13日

兵庫県尼崎市常光寺25 

神崎製紙綜式会社

7 3・538坪J

工員 1, 2 0 0名 その他10 0名
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作業開始年月日

作業内容

生産量

用水量

廃水－量

魔水流入河川

廃水処理路設

廃水の性質

総括

昭和23年9月2O'日

SP,SCP,GP 

SP 60色on・， SOP 60色on, GP 10色on／匂ay 

45,000七on/day

45・0n .. o t on/d a.y 

神崎川

ダースター，傾斜金網，和光フイノレター，オリーパ－

PH  4・5～5・6

浮瀞牧質 2 0 0 ppm 

以上各調査項目について検討を加えてきたがこれらの諸点を綜合して神的パルプ排水口を起
点とした神崎川及び河口周辺における汚掲状況を考察すると．先づ排水口附近の分散を OOD
で追って見ると排水口の極く限られた国債にいooomg/p以上の大きい億の廃水が流出され

てし、るが．排水口周凶約 100m位から 10～5 0 mg/f の範闘で中層又は下層に潜行し右，

岸に沿って徐々に南下し主として右支流に入っているa その速度は 1,OOOm約8時間内外

で非常におそい。このJ11自身が都市廃水や他の工場箆水で汚染されてし、るので誹水口から2,000
mも離れるとパルプ廃水と他の事業場廃水との区別ができなくなれこれから下流の調査は神

崎川を一つの汚染源として見ることにした。然し神崎川は排水口から 1, 0 0 0 nf白河樹三
分岐しておりバルフ廃水は主とじCti支流に入るようで左支流より右支流が比較的汚染度が高い。

河口附近の分散はOOD3mg/f線が沖合30 0～500mにあって両河口を援っており．

東に外廊 1,000m附近に 5mι／f j留が扇形になってしも。とれが満干潮時淀川l本流と潮

流の影禅によってそれぞれ特徴ある形状を示しているが、観して淀川iの影響により南えの拡散

が阻止されあまり広範囲な分散はしていない様である。沖合；えの主主散状態は左支流3線（左支
流河口を起点とした放射線）は各潮時共表層中層各々規則正しい拡散を示している b~. ・右支流
3 線（右支流河口を包点とした放射砲主同水滅I;~湾奥部であって常に淀川本流の水勢と溺流の
影響から緩やかな渦涜を生じ水の世換が惑い為各潮時に表層中層が混乱した不規員IJな拡散をし

ている．特にろ線の中央昂（沖合約 50 0 m）はその混乱が甚しい．
底質については大体河口から沖合と淀川をはさんで約 1,500m沖の2ヶ所に相当広範囲

な汚泥帯が見られる．しかしろ月は低温のためかOODとしては編著に携われていなし、叉底
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質を G工曲線について検付すると5月は殆どの地点が基準線内又はその周辺に散在するのに．

6月の調査では大部分の地点が基準線外にあっで還元性の強い有機物の堆償がみられる。河川

内は6月‘ 3月共に相当高度に汚染されていることは既往の調査と変りない。唯河口前後300

mは沖合より叉河JII内より反って良レ伏磁にあることは河川水中に溶存或いは浮砕する物質の

沈降が河口より或る程度離れた所で仔われるためで．この様な例は他にも見られる現象である．

生物相えの影欝としてベントス とプラ Yクト Yに貝桁網の試験操業による漁獲物の状況を

調査しに結呆は顕著ではないが5月に比べてる月．ヲ月の水温土井期に水質叉は底質上の汚

染の影響がプラ γクト γとモガイの生息状況に見・られた． 即ちプランクトン設が 5月＞6月〉 ・、．

9月の順に少なく柑こ9月はその傾向。：著しし、叉縦曳（垂直）と横曳（水平）との尉娃が

コ降 各月（3月＇ 6月‘ 9月）共にかなりの聞きがあり 9月の表面が極端に波かしている点などを

見ても事業廃水が表面に多く分散し夏期にその影響度が増加すると見られる。叉モガイについ

ては3月にはモガイのほかアサリ．エピ．カレイ等の底生生物／；；混獲されているが、 6月には

全く見られなく‘叉モガイについても 3月は左支流河口及びその周辺で相当漁獲されているが‘

6月は少なく且つ総体的に死介が目立って多いことから影響を推察できょう。

,e・ 

摘要

この調査は6月（ 1957）～－－ 3月（ 1958）にわたり神崎川及び河口周辺における

廃水の分散及び生物相えの，影響について調査したが、その結果をi長約すると次のとおりである。

1) パルプ排水口附近の分散はOOD 10QQmg/f'以上の濃度が掻く排水口近くにあるほ

か大体20～5 0程度に拡散し中層又は下層に潜入し右岸沿いに徐々に南し‘約 1, 0 0 0 

m下流で分岐する右亥流に主として流入するようであるがそれ以後は他と区別がつけ難い状

怒となる。

2) 神崎川は淀川｜よりくるものであるが常時殆ど淀川水の流入がないので．この河川水の流

動は諸民j]J<の流入と潮汐によるので緩慢であり 1・OOOmの南下に約8時間を要する程で

ある。

3) 河口より海えの分散は慨して淀JIi本流の影響を受け南への拡散は阻止され西寄りとなり．

300～5oom沖を 0OD gmg/ f線が両河口を蟹う燥に存在し吏に 1,ooom沖合に

5mg/f線が扇状に存在する．

4) 底質については河川内は夏冬とも汚染度が高く‘河口から沖合は汚浜演帯が河口から

500m附近と淀川をはさんで更に沖 1,5 0 Omに広範囲に臨められたが＇ 3月は OOD  

-35-
事



としては顕著に現われていなし、。

5) 生物層えの最多留としてプラソクト γ盤は夏期に少なく特に9月の減少は著しし叉廃水

が表層に分検するためか縦曳と償曳で保集される量にかなり差が見られた．試験操業の結果

から特に顕著ではないが6月の漁獲組成中にモガイ以外の魚介類がなく．死介も多いこと等

夏期のオ頃‘汚泥の影響と思オつれる。

（担当 兄朗3次郎，巻田一雄．佐囲東和夫）

参宏 文献

内水研報告 胎.3，胎.6・肋.1 0 .. 

附表第 1表 排水口附近の水質調査

環嵩：
PH Cl g/f DO co/f GOD mg/f 

一一一
満干 満 干 部j 干 満 干

上 層 6,6 6, 6 Q, 77 0・77 2, 48 3・48 11・05 6 98 

中 ，， 6・8 1・85 1・39 0,74 2・71 68,75 5・94
下 ，， 7,5 7・0 14・42 5・23 0・39 1・67 6・56 6・4.6

6・ 6 6・6 0・46 0・77 3,80 3・21 24・79 13・85
2 ，， 6・2 6・2 5・89 2・55 1・02 1・44 42,08 30・10

7・5 6, 2 14・57 3・54 0, 1 ,30 8-13 25, 21 

6・6 6,7 0・46 0・62 4・37 4. 48 27 • 71 11,35 

ろ ~/' 6・2 6,6 1,24 3・39 2・43 2.57 36°04 22,40 

7・6 6,9 15・16 5・53 0・15 1・10 7.29 10,83 

6・6 6・8 0・77 0・77 4.3 6 3・37 10・ 00 6・04
4 ，， 6・6 6・6 0，’3 0・77 4・06 3・82 10・00 10・83

7・1 ー 9. 32 0・77 0,36 l • 63 5・94 一
6・8 6・8 0°92 1・69 3,84 3・37 9.79 6・25

5 ，， 6・9 6・8 1・70 2・78 3 .o 1 3・31 9.79 5・21
4- 7・3 6・9 13・53 1・24 0,21 Q. 67 5・42 10・83

7・2 6・7 ー 1・54 一 一 7.92 6 ・2 5 

6 ,, 6・8 6・8 1・3, ー－ 一 一 10・・42 6・88
6・8 .• 6. 9 13・67 2・93 一 ー 9・27 7. 71 
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険惑を
PH 01 g/f DO 。。／f OOD mg/f 

満 千 満 干 満 干 満 干

上層 6・8 6・ 8 1・24 0・93 3・97 3. 72 9-69 5. 63 

7 中 .·~ ・6・8 7・0 2・16 1・55 2・89 3・53 9.79 5・42
下 ，， 6・9 7・1 7・81 6・14 0・so 1・54 8・96 6,46 

6,8 6・7 0・62 0・62 4・74 3・44 7.92 5・42

8 
，， 6°8 6・6 1・85 0・77 3・81 3.10 8・75 29・37

7・4 6, 9 15・75 6・44 0・20 l• 60 4,58 10・21
6・8 6・9 0・60 0・62 4・77 5・07 8・02 4. 09 

9 ，， 一 6・6 ー 3・50 3・33 4・98 一 8・15
7.5 6.8 15. 46 6・90 ... 3・02 6°56 29・ 37 

6・8 6・8 l 085 0・72 3・85 3・49 9・58 7・29
~、 1 0 ，， 6・6 6,9 2・31 0・93 2・93 3・.72 9・58 6・88

6,6 7・0 12・48 5. 38 0・19 1・.60 .5,00 7・92
7・2 6・7 0・7.7 0°77 3・59 2.90 8 .9 6 7・29

1 1 ’F 6,6 6・8 1・85 2・31 2・05 2 ,91 10・52 6,77 

7,0 6・8 10・38 0・77 0,20 2,47 6,98 5.94 

7・2 6・6 1・24 0・62 一 一 10・83 6・46
1 2 ，， 6・6 6° 8 1・54 1・20 10・52 6・46 

6°6 一 11・88 一 一 6・98 一
6°2 6, 8 0・92 0・62 一 一 10°42 6°35 

1 3 ，， 6,7 6・8 I, 39 0・77 一 一 9・17 6・ 67 

7・4 .7・0 14・42 4・61 一 一 6・IS 8・46

6・8 6・8 0,92 0, 46 3・85 4・30 9°06 5. 31 

1 4 ’F 6・7 6・2 1・39 0・71 3.94 2・19 g.75 250・oo
7・3 5・3 13・53 2・16 0・44 0・34 5・31 604・00
6・4 4・0 0・92 3,70 3・35 一 139・581・146・00

1 5 ”f 4』2 4・2 2,47 2・46 一 一 16 4・581・010・oo
4・1 一 3・08 一 一 一 18・13 一

" 
6;6 6・8 0, 77 Q. 31 3・27 4 • 30 9・69 6・35

1 6 ，， 6・・8 6,8 o. 92 0・62 3・83 3・90 8・65 6・04
7・2 6・9 12・63 2・31 0・29 2・90 5・21 6・80
6・6 6・7 1・03 0, 62 一 一 9・69 6°88 

1 7 ，， 6・7 6・8 1・54 1・08 一 ー 9・08 7・08
7・0 6・8 5・53 l • 70 一 9・58 7,29 

7・1 6・8 1・24 0・46 3・22 3・00 9・48 9・58
1 8 ，， 6・8 6°8 2・47 1・39 一 一 9・37 7・so

6・7 6°8 11・13 2・16 0・38 2・63 7・29 7・10
6・7 7・0 1・08 0・15 13・43 4・15 8・13 5°63 

, 9 ，， 6・8 6,6 l• 37 1,90 4.44 2・74 8・54 29,37 

7・2 6・2 14・12 1.39 0・10 1・41 5・42 24. 79 
6・9 6・9 0・93 0・77 4・35 4・82 6・88 8°95 

2 0 ，， 7・0 5・4 0-62 0,77 4°68 1・12 6・15 24・58
1・2 6・5 12・18 6・90 0.55 0・S5 6・15 15°42 
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附表第2表神崎川河口附近における水質調査

ー

時
PH CL 巴／.12, 。0D mgメι

満 落 干 J漉 満 落 干 援 満 落 干 法

o,om 7. 6 7・4 7・4 8・2 4・61 4,46 6・44 12・03 3.97 6・73 4・69 3・67
0・5 7・8 1, 4 7・6 8,2 6,9 0 7.77 5・0212・18 4・71 6・33 3・98 3・16
1・0 8・2 7・8 7・9 8・2 12・33 7・3610・9812・48 5・45 4・18 4・39 3・37
1・5 8・4 8・0 8・0 8・2 I 4・42 6・7513・9712・78 4・81 J. 88 4・80 3・277,8 7. 4 7・4 8・3 fl.43 4・00 4,46 7・96 6・08 3・67 3・67 5・10

7・8 7.3 7・6 お・3 9,62 2・31 8,26 7,96 5・13 3・16 3・78 4・692 ，， 
7.9 7.5 7・6 8・3 11・58 8・42 7,20 9・47 5・45 5・82 4,29 4・69IM 7, 5 7・7 8・3 15・31 8・7'2 9, 17 10・ 08 5 .5 6 5. 2 0 4・39 3・987.3 1.3 7・6 7.5 5,84 2・31 5,23 9. 02 5・13 3,06 3 ,8 8 6・33

，， 
7,7 10・5・3 4,08 

7・4 7・5 7.5 6, 2 9 8,26 8・72 4.39 4・49. 6・843 
,, 

7,8 7・4 7・6 1 f. 8 6 7,36 9. 47 3・23 J,88 5. 41 5・20
7,8 1 1・58 .－、8・0 1.9 7・A 7・5 14"・ 57 1 1・5312, 63 9, 93 4. 18 4 ,18 4・18 4・80
7 • 5 7,6 7・6 7・2 10・23 7,20 6-14 1 I・23 5,87 3,88 4,39 8・887.3 7,5 7・6 7・1 4. 21 8,72 7. 66 8,42 7. 99 3,88 5.20 8・984 ，， 
7,6 7,6 7・4 7・1 12・0315・16 9. 62 9・02 6, 3 0 4,80 5・61 9 • 49 8, 0 7,9 7・4 7・1 14 ・84 14・281 1・73 9,78 5・24 4・18 6・63 8 • 7 8 7,6 1.」 7・6 8,0 10, 38 8・56 6・29 9・47 7・25 6・22 3・78 6・027,6 7,4 7・5 8・0 9 .3 2 7・36 6・44 9. 4 7 6, 61 5・00 3,16 4・595 ’F 7.8 7・4 7・5 7・6 13・9710・68 7・2010, 68 4・71 6・02 5・61 6・847,8 7,9 7・4 7・6 14・0214・871 1・8810, 08 4・18 J. 8 8 8, 8 8 5・017 ら6 7.3 7・5 7・9 10・68 R・26 4,16 8,87 6, 8 3 6,73 6・23 4・297,8 7. 5 7・4 7.7 14ι42 10・23 8. 72 9,0J 6・40 6,02 6,94 3・786 ，， 
7.9 7.J 7・3 7・9 1 4・12 8・42 9, 32 5.34 6,94 7,76 10,08 4・807,8 7. 8 7.4 7.9 13・8212・3311, 73 9, 78 5. 77 4,90 6・02 4.39 7,4 7. 5 7・4 7・3 9.93 5・53 6,14 9, 4 7 7・14 4・18 5.92 7. 14 7-8 7,5 7・2 7・3 11・43 5.q9 7,36 9, 93 6,40 4・08 6・53 7,04 7 ,, 
7,8 7,8 7・2 7・3 13・8210・83 7,66 6,60 5. 4 5 5・20 6,84 7-96 7,8 7,7 7・4 7・3 1 7・09l 1・8811, 13 8,72 4. 82 5 .J 1 5・41 7., 76 7.3 7.4 7・4 7・3 7,81 7,20 12, 03 8, 42 8・ 94 5,10 9.49 9 .7 9 

－雪、
7.3 7,6 7.3 7・3 10・53 9・78 9,07. 8,72 8, 20 5.9 2 9,69 9,38 8 ”J 

7・9 7,3 7・2 7.3 15・01 9・47 9,62 8, 42 8,98 8, 88 5,13 5・317,8 7,8 7・4 7・3 16・2010・83 8. 57 8, 57 s. 13 s. 31 6, 7 3 g. 88 7,3 1.3 7・2 7・2 12・48 5・68 9,93 8, 11 7, 88 4・29 7,04 8,98 
7・3 1.5 7.4 7・3 9・63 8・72 s.01 7,96 7, 99 4 ,90 4. 69 9.3g 。，，
7・8 7 .• 6 7・3 7・3 15・4611 28 6, 14 8・11 4・10 4,69 4,90 9・087. 9 7,8 7・4 7・8 13・9710・3810.oa 8dl 4,29 5,00 S, 10 9・697.3 7.J 7・2 7・3 5・84 5・38 7,81 6,90 7,04 4. 08 5.11 8・787・2 7,3 7・4 7・3 7・81 5・89 3,99 1. 36 7. 7 8 5,20 3,67 8-47 10 ,, 
7,6 7,6 7・2 7.3 9・02 6・29 5,68 7. 51 5.03 4 ,80 5,10 s. 27 7・9 7.9 7・4 7・2 12・78 8・8810,23 7. 81 4. 39 3,88 4°90 8・677.3 7.J 7・5 7・5 7・51 5・07 9.7g 7・66 4.39 3.4 7 4・49 5,41 7・3 7, 4 7.5 . 7・5 5・23 3・54 s. 68 8, 42 5・34 5・71 3・27 5-10 11 ，， 
7・5 7.4 7・5 7・5 11・28 9・02 8. 72 7. 81 4・OS 4・69 3,98 一5・617・8 7.8 7 • 4 7.5 12・3310・68 8,57 8, 57 3・97 3.7 3 3. 67 5.11 

J d 



;, 

鞍
P H CL  gメι COD mg々

満 落 干 被 t局 落 干 滋 満 落 千 減

0・om 7・3 7・3 7・2 7・5 3・08 2・01 3・70 7°36 4・18 3.27 3・47 5°82 
0・5 7・3 7.3 7.2 7・5 2・27 3・24 4.00 7・51 5・24 3.57 3・57 5・00

12 
1・0 7.3 7・4 7-0 7.5 5・38 5・54 4.77 8・26 5・77 4・29 3・98 6・73
1・5 7・6 7・8 1.2 7.4 10・53 10・98 8・4215・90 4・39 1・73 3・57 5・82

7・1 7・2 7.0 7・1 9 ,17 9・02 7・81 7・05 9・15 5・00 8・88 9・18
7・2 6・9 6・9 7・0 9. 67 10・53 6・44 7・20 7・78 5・71 9・08 9・49

13 ，， 
1.2 7・07 • l 7.0 11・88 9・62 9・17 7・OS 7・14 4・4910・20 8・27
7・4 7.4 7・1 7-0 13・6815・6110・53 8・26 5・56 3.92 7・65 8・16 
7,4 7 -1 7•0 7・5 11 • 13 7・41 7,66 8・57 5・60 9・OB 8・47 4・59

14 
7.5 7・1 6・9 7・5 11,13 8・62 9・62 8. 57 5・60 9.49 8・37 5・61,,,, 
7•6 7・3 6・9 7.5 13・6810・38 8・26 8・72 4-60 9 .90 10 •71 5・31
7・8 7・4 5.9 7・5 15-90 13・53 6・90 8・7214・87 8 ・16 10・7l 5・10

7・2 6・8 7・3 6・75 9・17 7・81 7・9611・1611・6310・81 6-63 
7, 1 7・2 6,8 7・1 10・23 9・32 9・02 7・891 1・3811・531 1・84 7・14

15 ，， 
14・87! 0・38 5・981 0・3912・047・5 7・3 6・8 7,0 8・42 8・11 7・86

7, J 7・3 6・8 6・9 9・7815・90 5・77 9・3911・84 8・78
7.0 7・1 6-8 7 .() ・29 7・51 8・7211・8010・71 3・67 0・61
7・0 7・2 t・8 6 .s ・32 7・81 8・5711・80 0・21

16 ”r 7.0 6・G ,05 7・66 8・57 9・26 0・517・2 7・0 11・84 13・26
7. 5 7,2 6・7 7, 0 ・23 9・G2 月・87 6・7211・12i2・45 0・39

6・9 7・1 6,9 6・7 ・36 9・02 8・11 1 1・161 1・241 （）・61 0・63
6,9 7•1 前・8 6,7 ・11 7・66 日－ 111 1・3812・55l 1・22 1,63 

17 ’P 7・2 6・8 6,7 7・81 3・2611・27ベ11.7 3 1・947・2 ・07
7・0 7・3 6・7 6・8 ・87 7・96 8. 42 10・6310・0011・73 1・94
6・9 7・0 6・9 6・9 ・4'1 6・75 6・7510・4213-67 10・00 0・81
6・9 0・1、) ・29 3・85 7・201 ~1 ・ n 11・33I 0・10 0,81 

18 ろ・ 7・3 7・1 (1.つ 12・03 5・60 5・38 6・90 8・司412・6510・30 0・517・0
7・4 7・2 6-9 7・0 14・72: う・98 7・20 8・72 5・24 10・3910・10 0・31

7・2 6・8 6・8 6・8 7 ・O 5 7.51 4・46 8・5710・9512・7610・39 9・59
6・8 6・ 8 6・9 6・9 9・32 7・os 6・60 9・0210・531 1・2410・71 9・59

1 9 ,,,, 
6・8 6・9 6・9 5・99 8・87 9-89 11・43 9・08 9.79 7・0 8・56 8・42
6・9 7・0 6・8 6・9 11・2811・2811・43 8・7210・4212・65 8・4710.00 

6・0 6・8 6・2 7・1 8・88 8・26 7・05 7-20 1 7・5212-55 10・00 7 .76 

6・0 6・9 6・8 7・0 IO・08 8・87 7・35 7・51 8・9811・84 9・08 7・86
20 ，， 

6・9 6・8 6・8 7・1 12・58 8°87 7・96 7・66 7.35 10-82 8・88 7・86

1・1 7・0 6 -~ 7.0 11・8811・2810・08 7. 66 6・53 8-98 8・16 g.47 

6・2 6-8 6・8 7・2 8・72 8・57 7・81 7・2010・8210・82 9・38 6-02 

6-4 6.9 6,9 7・1 9・63 9・62 7・25 7・os10・6110・39 9・49 6・33
2 1 ,,,, 

6° 8 5.9 6・9 10・8310・38 7・os10・00 9-69 8・47 6 .7 3 7・1 9・17
7・2 7. 0 7・1 7・1 14・72 9・7810・68 7・20 8・1611,02 8・57 6 .7 3 

7・3 7・3 一 一 3・08 2・31 一 一 4・60 3・98 一 一
7・3 7. 3 一 一 2・47 3・08 ー 一 3・97 3・47 一

22 ，， 7. 3 4・467・4 一 一 2・47 一 4・so 3・57 一 一
7.4 7.4 ．＆聞． ．ι． 11・18 9・93 一 一 5・34 4.39 一

声
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附表第3表 伸崎川河口附近ゅ底質調査

年月 6月（ 1 9 5 7) 3用（ 1958)

。OD IO D 全硫化 遊離硫 0 0 D IO D 全硫化 遊離硫
地点

mg/g mg/g 物Illfyg 働時《
IL~ 

mg../g og/g イむ助刊6
工LJ

物略／右

37. 57 13・13 1,556 o, 094 8・30 5・06 2・61 0,985 0,19 6 0・80

2 42・77 12・83 2,328 0,2 80 11・94 8・72 3・57 o, 121 0,105 5・40

3 26, 07 12・44 1,788 0・133 9,20 16・22 4.08 lsl 30 0,117 10・46 

4 20・15 日・06 1,220 0・091 6, 84 14・08 9. 66 Q,691 0, 12 6 9,89 

5 29, 70 11・60 0,881 0,138 9.77 1 1・98 3・12 0,420 0,17 5 9・31

6 38,56 19・33 O, 8 88 0,070 12・53 15・09 3・45 2,088 0,132 10・72 、戸
7 13・ 16 11・29 1,041 0,077 7・03 9・75 2・36 o, 066 o, 032 7.39 

8 25,83 9.49 1,959 Q,089 9・10 1・03 0・63 O, 014 0, 057 0・16

9 22・22 8・97 1,863 0 ,139 6,73 15・87 3・22 l• 310 o, 28 6 7・09

1 0 0・26 。 0,006 0・016 2・13 17・33 2,64 2・082 o, 18 9 8,89 

1 1 38・ 93 1 1・78 3,195 。，181 11・13 12・03 3. 20 0•603 o, 134 7,22 

1 2 2 6, 52 9-84 l • 347 0,126 8・02 5・83 1・92 o,906 0,026 0,51 

1 3 45・51 2 3, 65 2,127 0,201 8, 3 6 0・82 0,58 。，564 o, 026 1,02 

1 4 O' 
。 0 ・011 。 1・00 5.74 2・09 l 1 15 8 0 • 092 4 .9 0 

1 5 1 S, JS 6,4 0 0・362 O, OS 6 4,87 23・14 3. 19 l • 018 o, 141 10・56

1 6 24・ 80 10・09 0,759 01005 8,32 1 1・35 1, 4 6 o, 11 :i 0,116 0,4 1 

1 7 。 。 o,o 11 O, 00 3 0, 62 8, 71 0, 86 O• 22 S 0・050 0,01 

1 8 15,90 9, 93 1,341 0,068 6,30 0・86 1・63 0, 011 o, 050 2-61 ・お

1 9 2A・ 66 10・53. 0 I 671 0,138 5, 72 17,26 2,55 1,377 0・244 9・08

2 0 57, 15 37,65 6,706 0,152 11・73 34. 03 8,08 0• 8 5 7 0,397 15 • 21 

2 1 70, 28 35・44 4, 49.3 0・434 14, 60 3 5. 43 7,05 4,746 0・235 1 Q. 79 

2 2 57・, 91 24,90 6,478 0•410 22-38 33・23 5,75 3•653 o, 356 11, 44 

2 3 55, 33 26,54 4,777 0•318 12・ 9 4 41 ・ 55 7,58 3,446 O• 261 13・92

2 4 78, 74 43・31 6,132 0,132 18, 09 28, 77 5,09 4• 507 o, 401 10,61 

2 5 1 r. 15 7,07 l• 615 0,076 5,46 35.53 9,66 0,473 0・160 15,31 

2 6 11,20 8・85 0,681 O• l O 1 2・44 6, 61 2 ,08 0•88 7 0,001 5, 49 
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附言受第4表 神崎川河口附近のベγ トス調査

年月 6月 (1957) 5月 (1958) 

盤類
簡 亙 個体数 ~ 極 悩 逗 ｛国体数 第

地点 体 量 類
数体

量
数 数 g 惨毛懇貝類伊殻頬 数 g 多毛類民頬伊殻類

11 29 8-63 96・5 5・4 。10 50 3・93 86-0 1 2・0 。
2 9 20 11,6 4 9 0-0 1 0-0 。 4 7 24A 42'8 5 7.1 。

トー

3 6 27 0,70 10 0{) 。。14 60 2'62 750 216 。
4 1 3 47 0€3 9 3-6 42 。15 85 1-6 9 97'6 。。
5 8 41 5'89 9 7'5 24 。 7 27 0る8100-0 。。

J’h 

6 10 100 2-63 99-0 。。1 3 78 2・12 974 1・Q 。
ヂ 7 14 14-0 5 85ヲ 14る 。11 43 1・33 90,6 2る 。
8 5 5 0{)5 80-0 2 0.0 。 3 3 0-02 10 0-0 0・ .0 

9 14 77 769 84-4 12-9 。
1 0 2 4 0-03 2 5{) 。75-0 10 31 2・,94 8 7-0 12・9 。
1 1 5 17 061 82'3 。17,6 9 83 Aる4 626 37る 。
1 2 7 1 1 H 802 72・7 27ε 。 5 15 0・7410 0-0 。。
1 3 7 19 6弓6 894 1 0δ 。 4 5 0'6 5 8 0{) 2 0-0 。
1 4 。ε8月00-0 0, 。13 60 068 98弓 。。
1 ・5 3 9 9,16 88'8 1 Q{) 。13 52 11-64 96・1 19 。
1 6 9 44 1・2 3 93・1 6,8 。1 0 24 0る4 91'6 。8弓

1 7 3 16 1-42 。87.S 12・5 ／ 3 1 1168 45-1 54・8 。
,J,;・ 

1 8 4 11 DO 7 30・0 。7 0-0 4 9 006 77・7 11.1 11・1

1 9 10 34 769 556 58 35ε 10 423 5ε1 31・4 。686 

2 0 6 69 061 5 5-0 。44-9 7 76 340 84・2 。15・7

2 1 5 116 063 目00・0 。。 3 148 145 99る 。06 

22 2 54 0・13 1 00-0 。。 3 3482 巨8・9010 0-0 。。
2 3 。 5 2"123 12-53 .100-0 。。
24 4 27 0・16 59・2 Q.1 40・7 1 5 2163 ~5.55 99・5 0・1 0・6

2 5 11 34 ろる4 94・1 2.9 。10 1句61643 100心 。。
2 6 6 41 0-2 0 53-6 。4 6.3 6 47 0・3810 0-0 。。

-.( 1-



附表第5表 プランクトジ調査

6月に出現した組成及び！国体数

S七 6 8 1 0 1 2 
一一瓦一夜~－－ $ 10弘8 J 1<Yroa ’b 

10~自 f' 1伯
a ha e七oceros aff1n1S 1 ・ 6 39・6 0・2 17 • 6 

deo1plens 0・3 1J•2 
-u一----s

JU・5 0・7 4・6

dldymus 

pendulus 0・三 4・4

Sp. 0・1 17°6 

As七er1onella japonloa 0,2 n・b

s e七1gera 0・4 8°8 0・1 ti• b g・・i Rh1ZOS0len1a 
a、，e

、，，，

Skeletonema 。OS七a.tum 9,1・2:
99.n ~rn ・・3 97・5588QO u・.% n~ 色・0 。U:~ r~~o0o 

N1七2sohla a or ia七a 0・互 8瓦g

Cosoinodlscus 0・1 4・4 0•7 t・2sp. 
0・3 4・8

Biddulphla s1nens1s 0・1 4・4

Le p七ooyl!ndnis dan1ous 0,7 '~ 
Hemiaulus s1nes1s 

Ditylum brigh七well11 O.J 2・4

D1cyooha sp. 0・1 4.4 

Noc七1luca sc1n七illans ~ ・・5 ti 0・1 4・4
2・40・2 0・5 7・2

0・2 4. 4 0・2 8・ 8 Q. 4 4. 8 Oer a七iUI!l. furca 
o. 3 4・8

Dara.cal anus po..rvus 0・1 4・4 、
Oopepoda naup11us Q.J 4.4 8.・25 t・84 

Sp. 0.3 4・4 0・2 2 ・可

01七hona Sp• 0, 3 2,,J 

T1nt1nnopa1s sp. O• 2 2・4

Synohae七a Sp. 

Polycha e七a larva 0・5 TI~ u・2 -z~ U・3 --Z-・4 

Der1d!n1um B p・

（詰〕 上段は縦曳．下段は償曳

-4 2-



1 3 l 5 1 6 1 7 2 0 2 2 2 4 

J 10~! J 10匁日 % 1にp % 10弘t ’b 
10名古 ~ lO~i 気 1化18

16・5 100 °6 
2・0 14. 4 

0・3 1・ι 0・1 H•--g 
4・4 9°6 

1・6 10・1
ー・

7・4 43°6 1・7 10・9

2・1 13・2 0・9 21°6 
ー

。.7 4.R 

6・2 39・6
ー

0・7 0・3 7・z 0・4 4ム4 ー
1・7 10.9 ‘” 6・3 14・4

68・54J（＞・0 96・0212M 
it~ u~~ 99.5 

15~~0 。92 .4 621 ・0 87・05lt・72 166 ・・ ~ su・・06 100・0331・0 93・0 81・0

1~ ・・ ~ 2~ ・7
6.4 32. 6 ・4

一寸r.1 4・4 ~·・ 94 1・・1

0・4 主・4

1・4 8・8 0・3 7・2 0・4 4・4
0・4 2・1

1.-4 8・8 o. 6 14・4 t・41 0・4 2, 1 

0・3 ., • 'I. 0・4 4・4

AlflF 0・4 4・4

1・4 8・8
0・4 2・1

0・3 7・2 0・5 10・1 1,7 10・9

0・3 7・2
0・9 2・1 

0・7 4・4 0・3 J •Z 0・7 8・8

-4 3-
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9月に出現した組成及び個体数 〔註〕上段は縦曳‘下段は横曳

6 l 8 1 0 1 2 

~ナ乏一旦一一－ % 1必弘B 持 1化18 ’b 
10,Yms 持 1九日

Cha e七ooeros afflnls 

deo1p1ns 3・0 13・2 

d1dymus 6°6 j4.4 

pendulus 1.0 4.4 

Sp. 4・4 7・2
・.L ha 1 a a a 1 o 1i n.~ 1 x 

ruonte l<l1 8・6 31・0 H:i 6・6 14.4 
T古a-:iass1onema 3 ,7 1 52・214・5 24・0 9・9 21・5n1tzscn101des 

Rh1戸osolenla setlgera 1・2 4・4 5・5 12・0
o.' ? • .4 

Ske l e七enema cos七atum B・J\ ~ti S ,x :l1.? 70,0 456,0 
a、－
一Ni色ys c h・l a. s er 1 a－じ a 

民‘自 11. c; 
19・5 31・1

Ooso1nod1scus s p・ 1.2 4.4 2・2 4・8

Lep七ooylindrus du.nlcus 17 • 6 55・0 n:g HlJ 空59. 0 
20°8 46・2

57. 5 0,5 45・6
Dltylum brig hもwo 1111 O,R ?., 4 l:r t・4ll 3.3 7・2

Noc七11uca sci n七1lluns

Cerat1um furca ?. J・.~ 11i" 7 3・0 13・2 n.c; ,i; ワ.J ,; • ,i ヲ， ,1

f us us t・4J. 1-1 2・4
Paraoalanus parvus 

O,H 3・0 13・2 2,2 4・8?.,I 0,5 ヲ，A。。pepode.. naupllu:.J 
I. n J.. 8 

4.5 l・J i・・74 
16・8

1・1 ) • 4 

s p・ 2・5 8・8 4. 0 17・6 t 4.s 4.4 9・6 
2・4 

0 i七hono Sp, g・J2空2.・10 1 ・' 4.4 3・0 4・8 4・4 9・8 －~党

Synoka e七a s p・ 1・2 4・4 1・0 4.4 3・0 4・8 

polyoha e七a s p・ l •2 4・4 2・2 4・8o.~ ? .』 1-1 .LR 
Per1d!n1un s p・ 1・5 2・4 bJ 2・4

? .』
Gymnod1n1um sp. 3.0 4・8
Calamus sp. 1・2 4.4 l‘。 ,1. 4 5.5 12・0

魚 n日
Ded1astrum Sp・ !ti 26・4 H:i 60・0
lllp.nna~ 

9.Q 31,2 40.c; IQQ .o 1H.n lH.O 
uler1owaens1s 2・2 4・8

st a.ur d古or a.m 
rs!den色iferm o.~ ?,A I • 1 A,R 

Ker a七ella coohle&.rls 
o.s 空.d 1. 1 A,R 

D 1 ur el la s七yl a七a

-44ー



1 3 1 5 1 6 1 7 2 0 2 2 2 4 2 6 

需 l~s 舟 lιB 帰 to~ !£ 1oY'm9 ~ 1~8 % l~s J 1~e J i~ 

・ 15.18 140・2 18・2 20・2

2・8 36・0

1・2 64，ヲ 3. 2 13・2
J.o ?..A 

~ ・・r si ・・i 4・9 48・2 
8・7 19,2 

1~・・i 7~J HJ  Ji・・22 
12・1 40・4

4 2. 4 36・6 8°7 19・2

・・t_・g ti ~ ・・ 1 
9・2 10・1

l • 1 2・4
あ：＇J ・298・ 0 H:g i ヲ1~ ・・υ 0 10・9 30・8 ~p·・ 58 l lb.・80 g・.~ 3~1 ・・i ~~ ・・6 2~y ・.i 2g・・11 2u ・・ ~ 

6・8 30・4 z・8 36・0
5・1 7~2 

l • 1 8・8 0°6 5・4 3.0 10・1

H :~ l~・・ ~ 9・4122・0
66・5 166 .o 

l • 2 10・8 1・6 4・4 0・6 7・2

i・1 2・4

18・－~ u.・85 t3 4~ ・・t 1・6 4・4 3°6 10・9
1・1 2・4100・ 0 2・4 

0・6 4. 4 4. 7 13・2
2・40・6 

2・5 17 • 6 1~ ・・ ~ 4・7 13・2 l1J 10・・45 18・2 20.2 3・0 1ti l・.l1・1 2・4 8・3
0・6 4・4 3.1 8・8 4・5 20・2 18・2 20.2 6・1 20・2 l • l 14・4

L.. 

F・lH> 4・4 t ・・ ~ J1 ・・ ~ U：』 J~ ・・ ~ 7.3 20,2 1・6 21・6
2・2 4・8

0・6 4・4 ~ ・・ ~ 0・6 2・4 

l ・；~ 3・1 8・8 3・6 10・1
2-4 1:i 1~·・ 14 18・2 20・2 t・i3 

17・2 48・4 27・3 30・3

l・6 4・4

2・5 17・6 2・4 16,2 15・6 44.0 3・6 10,1 2・3 10・1 6・1 20・2 1・1 14.4 

f g・・47 3R:2 
32・6 72・0

．． － 3・610・1

1・1 14・4

0・6 4・4

i ・・i 
(2 9～3 0) 



3 3月に出現した組成及び｛国体数
S七 6 10 12 

種
弗

ー『的ー～．ー～～～ー
10Yn,s J 

10’t~ ” 10~8 10_~_ 104’l立）： 10払 110~8類

Ohaa色ooeros a.ff 1n1s 100・6 6・b200・5 4• :> 243・0 0・b恥 01 b・4
21・2 4・1 9・0 7・4 92 .9 8・4 31・3 4.3 

ch.deo1p1ens g.7 0・b 18・2 4•l 1 1・6 0・3 50・7 l. l 
13・1 2.5 3,0 0・3 3・0 0・3

oh. d idym us 15・9 1・0 37・6 8・4 26・2 0・7 21・0 。・4
3・0 0・3

ch.dun 1 cus 52・1 l・2 57・8 1・5 19・2 0・4
8 • 1 1・5 2・0 1・6 10・1 0・9

ch. subseoundua I 0・0 V•ι ;tl,"/ u・3

ch. a o o 1 a 1 1 s 2 l・7 1・4 43・5 l • u 28・9 U• !S 

10・1 1・4
ch. oompre s sus 

d1. pond ul us l • 4 0・1 1・4 l,l.' 4・4 U• l 3・5 0 • l 
2・0 0・2

き’

ch..oonvoltus 

ch. s p. 21,7 1・4 55・0 1・2 26,2 0・7 19・ 2 0・4
5・0 0・1 9・1! 1・4 13・1 1・2

Thalass10七hrix 5・5 U• :> 

S ke 1 eもonema co sもatum 1224・0 79・0289QO 6f, 9 2560』 68・3324ao 67・5
I 384,Q 74・0 94・8 78・0751・0 68,4 590・0 81,6 

Ni七2soh1a ser1 a七e. 39,0 2・5190,0 4・3 69・5 1・8117 • 0 2・4
2 5. 2 4・8 30・2 2,7 8・1 l • 1 

Rh1zosolen1a seもigerc 2・9 0・2 4・51 0・1 2・9 0・1 10・5 0・2
1・0 七r 3・0 Q,3 2・0 0・3

Eucamp1a Zood1acus 11 7・0 7・6948・ 0 21・3684・0 l tシ2970・0 20・2
60・6 10・1 6・0 4・9190・0 17,3 77・8 10・8

Di七:Vlum br1ghtwoll11 1. 4 0・1 2,9 0・l 2・9 0・1 5・5 0・1
1,0 0・1

Oosc1nod1 sous s p. 1・4 IIJ.・ 5.5 () • l 
1・0 0・8 1・0 0・1

、明L-

、Noc色i1uca sci n七111ans 4・3 0・1 1.2 UO:l 7・0 0・1
1・0 七r 1・0 0・1

Oopepoda ・ltapulus 

s p・ 1・4 古r

1・0 0・1
0 1もhonesp・

Polychaeもa larver 

P levvos 1 gma a·ff•1 ne 

〔上段は縦曳．下段は横曳〕
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1 3 1 S 1 6 1 7 2 0 2 2 2 4 

10治 lO~a 10~:i 10~8 104必 10~3 10~日 10勾日 lOYmc 104〆fu810~'1 10~ 

350・0 8•7 168・0 8・5630・0 9・9334・0 8・2 84・0 2・9698・2 7・3
103・1 18・6 26・2 5・2 67・8 13・2 38-4 10・2 41・4 6・2 6・1 4・2
47・2 1・2 42・5 0•7 首6・8 1・7112・ 6 4・3 63・0 0・7

4・0 0・8 3・0 0・6 16・6 4・3 2・0 0・3 2・0 1・4
47・2 1・2 28・0 1・4 22・2 0・3 4・0 0・1 26・2 0.9 15. 7 Q. 1 
8・1 1・4 4・0 0・8 16-6 2・5 4・0 2・8
36-6 0・9 7・2 0・3 11・2 2・7 40・5 1・0 21・0 0・7 89・1 0・9
7.1 1・2 6・0 1・2 10・1 0・2 6・1 1・6 14 -1 2・2 づて
14・0 0・3

氾d

17・5 0.4 40・5 0・6 63・0 2・2 52・5 0・5
28・2 5. 0 7・1 4・9 （ 

7・0 0・2 31・4 0・3
甑

1・7 1ir 1・7 0・1 2・0 tr 2・0 0・1 5・2 tr 
:;a,-

1・0 0・2 政
'l4・3 0・4

規一一一
15. 7 0・4 14・0 0・7 42・5 0.7 8・1 0・2131・7 4・5178•2 1・8

1・0 0・2 3・0 2・1
、J

239QO 60・01539.0 77•6 585QO 92・02770.0 72•4 221 o.o 75.9 7 580,0 107・0
31・5 56・4 387•0 77・027 6・0 54・1268・ 0 711 S 531・0 82・1
147・0 3・7 57.g 2・9359・0 5・6101・0 2・6 36・ 7 1・3113-6 11, 4 
16・6 2・9 16・6 3・2 15・1 3・0 7・1 1・9 22・2 3・4 10・1 7・0
15-7 0・4 1・7 0・9 l z. l 0・2 14・2 0・7 5・2 0・2 5・2 tr 
1-0 0・2 1・0 0・2

815・0 20・4164-2 11650 18・4476-0 12・4 20・4 7・1652・0 6・8
17•8 1・4 54・6 10•7 136・0 2・9 38-4 10・2 16・5 2・5
10・5 0・2 b・3 8・3 801 0・1 10・1 0・3 5・2 七r

1・0 0・2
1・7 tr 1・7 O・l 2・0 0・；
1・0 0・2

孟，

5・2 0・1 0・1 0・1 10・2 0・3 5. 2 tr 
3.0 0・6 1・0 0・2 2・0 0・3 1・0 0・7

1・7 tr 乙 •U 主P

． 2・0 0・1

2・0
1・0 0・2 1・0 0・2

1・0 0・2

( 3 1～3 2) 
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附表第6表 試験操業による漁獲物調査

司－ - ’・，

地
漁曳網1回当り． 殻長組成 （%） 大きさ（波長）mm

生貝と死
獲量 貝の割合

点 9mm 10～ 20～ 30～ 4印加，t
重量8 ［回数 最大 最小 卒均 生F死貝

以下 1S)nm 29mm 39mm 以上

, 174 22 一 一 41 59 一 34. 7 22・3 29・9 5 

2 1,210 117 一 一 15 84 40・1 23・6 32・7

3 465 49 一 一 35 65 一38・4 22・3 31・0 少

4 一 41 一 一 49 51 一35.5 25・330・0 

5 430 39 一 一 18 82 一38. 0 23・8 33・0 2 ’ち‘

6 265 27 7 19 59 11 43・2 7・230・9 少

7 1,225 156 2 41 56 一38・3 7・0 29・7 5 

8 2,080 324 一 一 74 24 2 41・0 20・527・5

9 1,385 214 。 5 68 25 2 45.5 7.7 27・0 2 

10 480 74 一 4 73 20 3 41•5 17・32 7. 5 

11 575 101 一 76 23 一37・1 17•1 27・0 少

12 875 143 一 69 29 一35・4 16・828・2 2 

13 2,630 438 一 5 70 25 一39. 4 16・3 27・2

14 155 24 一 一 7 1 29 一35・5 20・827・9

15 1,945 20 7 一 18 80 2 44・8 21・0 32・1 少

16 35 9 一 11 89 一27, 8 18,0 23・6 ，‘・・

17 22 5 23 一 一 39 52 9 i4 5・3 23・9 32・7

18 70 7 一 一 29 7 1 一 39・4 24・0 32・1 15 

註 モガイのほかに漁獲物はなかった。 1回曳網約 11・55nf 
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大きき（蝦）伽｜死艮
獲曳網量1回当り漁 殻長組成（滞）

重量g 個数
9mm 10一 20～ 3 （｝～ 40mm 

最大 J．最小 平均
以下 19mm 29mn 391111η 以上 重量g

’ 

5 105 12 8 8 17 69 。37・5 9・5 3 6・ 2 なし

6 120 14 13 20 33 27 7 40・5 7・0 29・3 5 5 

7 35 17 59 12 24 5 。33.1 5・0 17・7
8 760 468 14 77 2 7 。43°8 3・5 20・4 110 

9 255 152 15 71 2 12 。38・3 5・8 21・2 1, 67 S 

10 120 135 24 72 。 3 52・0 6・0 18 • 3 330 

11 340 137 14 76 3 43. 7 5.5 20・3 100 

12 150 16 。 6 31 63 。39・0 18・5 35・6 一
13 2•430 1•558 43 34 14 8 49・0 3.9 17・1 165 

14 485 164 44 20 24 11 43・5 5・5 20.3 55 

15 2,265 369 4 48 9 36 3 47.0 11・0 28・8 100 

16 130 56 31 56 6 5 so・0 6・0 20・3 70 

17 1, 935 168 16 39 22 21 2 41・8 4・4 29・8 220 

18 1,345 38 3 8 68 3 19 2 46・5 5・9 23・8 95 

~ 

st. 1～4欠測註

同じくその他の魚貝類
一「

地 アサリ エピ頬 カレイ カガミ’貝 その包の貝 カ ニ類

点 重最g 個体 車量8 個体 重盤8 脳体 重量g 個体 重量g 間体 重量g 個体

5 3 
6 

7 5 
A 3 
9 

10 一 一 3 25 
1 1 1 5 12 一 3 40 35 10 2 
12 
13 1・350 761 5 25 10 50 3 
14 4 
15 

16 2 40 
17 15 5 35 5 
18 

;.e--、

．
‘
涌
・

-4’－ 



大阪湾北部における浮活字生物詞査

澱量等について調査したので報告』Fる。

調査概要

調査却j 問

3 2年1月～ 6月

2 調査場所

大阪湾北抑こついて第1図の調査

地点（地点間隔は 4Km) 

5 調査方法

係集方法は北原式定．監ネットを用

い底周より表面まで垂直係集を行っ

た。資料は 10 %ホルマリ γに同定

し‘ 24時間沈澱させ測定したのち

ステ γベルピペットを用いて計測を

行った．

結果及び芳察

。
6 

・・1 

。8 

。9

。

10 

。11

第 1図調査地点略図

調査結果は第 1表及び第2-4図に示した巡りであった。貝日ち‘

地域別沈澱

接、 、‘．

1丹・・・・全調査地点共にEuc.Zood1aous b：最も多く．次いでNl七.Ser1a.taとで組 、
成の大部分を占めていた出現種類については地域別の廷が見られなかった。沈澱量について

は第2図に示した如く St.10のみが 19・8co/ms と多かっfこ司

2 月）
J欠測

3 月 J

4月・・・・ SK.Oos七atun が全調査地点共に組成が多く．特に S 色・ 1-4及び 12がそ

の組成の大部分であった。出現種類は地境別の差が見られなかったが．季節的な出現として．

As. Japonioa Lept.da.n1ous が金調査地点に出現した。沈澱卸こついては総体的

に多く‘伸こst , 3・4・6では多かった．

5月・・・・組成から見ればS七.9‘以外はSk.oos七aもum l;i大節分と Ni七.Seria七a

-so一



s’h 

ー・空

とであった3 叉Nocし S01nellan.s は Sし 8,9 を除く各地点に見られたが S七．

6 -1 2の沖合に梢々多く出現してし、fこーその他出現種類については地域別は変化が見られな

かった．沈澱皆こついても地域別の差がなかった。

6月・・・・組成はS七・ 1 -5まで Sk.Oos色叫umがその大部分であり． s七・ 6～11では

N1t.Ser1a七a及びNoct.Sc1nellansが多くなっていた．沈澱抵は8七・ 7を除く

以外は全般的に多かった

( 1) プラ γクト γの消長

周年を通じ大阪閉じ郎に出現するプランクト γの最も多くの組成を占めるのは Sk.cos七－

a七umであった． これは 19 5 5年淀J11水系水質調査の時に突指した結果を略々一致してい

いた。調査時間を通じ代表的なプランクトソと思はれるものについてその消長を図示すれば

第3-1・2図の如く‘出現極類は季節による変化が、かなり顕著に現はれるが、地域別変

化は季節による変化のように現はれなかった。

( 2）地域別組成の分布

大阪湾における主なプラ Yクト γについて第d図に示した通り， Sk.cont aもumは全

謁却問問に出現し‘その組成分布は一定しないが沖合に比べて沿岸に梢々多い。

Eu c .Zood1acus, Noc七.So 1 n e 11 ans , O e r • f u r u c a などは治期こ少

なく．沖合に多く分布していた。その他のプランクトンについては顕著な分布をしてし部イキ

( 3）地域別沈澱量の分布

第5図に示した如く 7.a.12月は沿岸に少なく沖合になるに従い多くなっている。そ

の他の月では沿岸（河口i也点）は多くその沖合が少なく．叉その沖合は硝々多くなっている

がこれら採築地点があまり河口近くであった為河JIlより流出する祥揚物が多量に含有されて

いるからだと患はれる．

要約

1）大阪湾北部におけるプラジクトンの季節的の消長、地核別の組成分布及び沈澱盈分布につ

いて次の結呆を得に

2）周年を通じ SK.Cos七a色umが最も多く Euo.Zood1acus, N1t.Ser1a七a,

Noc七.Scinellans などであった，

3）地成別組成分布についてはNoc七.Sc!nellena, Cer • .furuoa, Nit.Ser-

1a色s などが顕著に現はれた．

4.）地域別沈澱量の分布は‘ 7・8・12月に沖合に多く沿婚に少なく現はれた．

（担当 佐閤東和夫）

-s 1-



第 1渓 月別プランクトシ組成

豆、正司会 <1 
5 6 

I 一ーI 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 J 4 6 7 8 9 10 11 12 1 2 J 4 5 6 7 8 9 10 11 12 一一 Fー回一ー一一 「－一
Oh.BubBooondUB 10 0.6, 0.5 0~ 

Q4 OJ 。 da.n1ouB l2 ?2 29 4.7 0.6 l4 0.8 o.s 0.9 1,1 0』 2.8 9.4 7.3 25 53 85 S.J s.a 91 8.7 47 3.7 0~ H o.s 0.5 OJ OS 3.7 2.5 OJ 1) 0.3 05 0.9 09 Q9 49 0.9 日 1.1 2.2 0.8 
，， 且ff1n1B OJ 2,4 lJ 01 06 OS 4.2 J:5 0.6 IJ ~o 4.a lU R9 02 1.5 OJ 1,5 0.8 05 0具 02 0.6 2~ OJ 0.7 17 4_7 3_5 30 U LS 2.5 8_4 9D lP 5.4 3.3 1-2 43 58 25 6.0 
，， LaronglnlnaD 0.4 0品 o_s o.J 1-2 27 33 02 Q4 QS ロ 2.5 
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第2図 月別地点別沈澱量

cc/ma 

。

品：：［／
／へい＼

，、
~ 

.. －・p・w

。 。
er---

-s s-

＠ 

1月

／へ＼噂

4 月

／／ 
5 月

ノ
6 月

7 月

J 0月



、、

第3図 主なプランクトYの組成
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第3図統き
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第4図 地域別プラ γクトンの組成分布，
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第5図 地域別プラ γクトンの沈澱量
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第 1表 気象及び海況

1 月

同；ii¥
ヰ~

f曇 8 W 1 

量 l風向風力 l水深 m I水温℃｜塩化物g/f!

’r 8 I ,,,, .,,, 

，， 7 I ,,,, .,,, 

，， 
8 I ＇＂’ J 

，， 
9 I '" "" 

’P 
8 I.,., .,., 

7 h 2・oo I快晴

R
こ民民）一

5

4
1

つι
0
一
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・
－
－
－
a

・

つζ

－41
4
l

－
4
1

L
H
リ
同

i
し
H
H
r
r
l
l
H
M
H

Q
u
n
7

一n
U

d

－E

・

日
一
川
一
川
一
日
一
一
一
一
日

，， 4 。 3

.d ! // 2 I 1 o・0

晴
一
曇

NE 1 0 

川
一
山
一
川

川
一
川
一
川
一
一
三
川
一
川
一
川
一
川
一
川
一
川

1 1・03

10・73

11 • 1 7 

8・23

10・58

12・35

12・35

14,55 

16・32

15・88

...... 
、

之
J

一J
O

’J’ ／.I 

1 1 ~ 1・47 I。 I 5 l ；.，。 Irn・oI 1・3I 
! 1 2 I~ 2 • 1 Qーし竺＿L_一三jと一二J_____ ~~ ~－~J_一こ~.L－竺三三二

4 月

惇説査月日時間 天候 風向風力 水深川 水担。C 塩化物g/f!
4 涛月 1 9 分日 雨 SE 

6・0 12・4 13・209 4 5 

2 
1 0・05 

，， ’P 6・0 12・6 11・20

3 1 0・25 
，， ,., 

8・0 12・6 11. 45 

4 
1 0・40 

，， ，， 
9・0 1 3・5 11・50

5 
1 1 ・ 0 5 

，， 
”ノ 5・0 13・1

6 
1 1・40 

.,., w 10・0 13・0 14・85

7 
1 1 • 5 7 

，， 。 12・0 13・1 1 3・BO
8 1 2・07 

，， ,., 
15・0 13・8 14.50 

9 
1 2 • 2 9 

，， ，， 
15・0 13・5 14 • 7 5 

1 0 
1 2 • 4 7 曇 ，， 

13・0 1 3・1 15・70

1 1 
1 2・53 ’r ，， 

12・0 1 4・2 1 5・75
1 2 

1 3・22 
，， ，， 

10・0 14・2 15 • 75 I 
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5 月

隊ミ 調査月日時間 天 候 風向．風力 水傑 m 水温’C 塩化物色／（！

5 時月 1 4 日
1 0 2 0分 晴 SW  3 7・日 一

2 
1 0・35 ，， ，， ，， 8・0 一

3 
1 0・50 ，， ，， ，， 9.n 一

4 
1 1・10 ，， ，， 2 9.n 一

5 

6 
1 1・30 ，， SW  ろ 1 0・0 一

7 
1 1・50 ，， ，， ，， 12・0 一

、－－＂＇
8 1 2 , 1 5 ’F 

，， ，， 15・0 一
9 

1 2・30 ，， ，， 2 15,0 一
1 0 

1 2・50 ”J 
，， 15・0 一，， 

1 1 
1 3・10 ，， ，， 

// 8・0 一
1 2 

1 3・26 ，， ，， ，， 
9・0' 一

ーー

6 月

隊旦 調査月日時間 天 1B定 陶珂．風力 7k 深 m 水温。C 甑化物g/f
6月 5日 曇 N 5, 0 19・2 12・609時 55分

2 
1 0・05 

，， ，， // 5.5 19・2 1 0・35

4’ 3 
1 0・27 

，， ，， // 10・5 18・5 11 , 5 5 

4 
1 n. 4 5 

，， ’P 
, .. 10・0 19・6 1 0・20

5 
1 1・13 

，， // ，， 3・0 19・8 11・40
・・M

6 
1 1・35 

，， ，， ，， 12・0 19 • 5 13・35

7 1 2・00 
// ’r 

，， 15・0 19・2 14, 4 5 

8 1 2・55
，， ，， 3 1S・0 19・3 15・90

9 1 2 , 4 2 
// ’F 

，， 15・0 19・3 1 7・25

1 0 
1 3・10 

，， ’P ’F 15・0 19・1 15・60

1 1 
1 3・38

，， ，， ，， 15・0 19・1 1 5・90

I 1 2 
1 3・58

，， ，， ，， 10・0 19・6 15・60
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小型底びき網漁獲物資源調査

瀬戸内海の水産資源を構成する各種群象体の生態及び捕食者対餌料生物との関係を調査し．

資源生産機併を明にするを目的とし主として大阪湾における小型底曳網漁獲物について絢査を

仔った。

本調査は水産庁内海区水産研究所の委託によって実施した。

本年度は 7月下旬より実施し当初泉佐野市を調査地として石桁1向こついて行ったが 11月よ

り岸和田市を根拠地としてエピ漕網（冬期石桁締こ転換）について行った。

資料（榛本）採集状況

1 期間

泉佐野市（石桁絢 7月～ 10月

岸和田市（エピi割弱） 1 1月～ 3月

21 採集回数及び採集月日

月 回数

7 

8 

9 

1 0 

1 1 

1 2 

2 

3 

計

調査項目

1 体長測定

3 

4 

3 

5 

4 

3 

5 

2 9 

採

29 

3 1 

2・

1 rJ・

1 3・

5・

1 4 ・ 

a • 

6・

1 5・

1 3・

1 5・

1 1・

1 9 • 

5 • 

1 0・

’染 日

ー

1 6 ・ 

2 8・ 30 

3 D・

1 2・ 2 1 , 2 5 

2 6・ 2 9・

2 6 

1 6・ 2 D・ 2 4 

漁獲全漁物各魚種について測定尾数 1DD尾を目標として孔穿法によって仔った

2 精密測定

漁獲物の中魚食性魚類（内水研指定魚極）について各種50尾を測定を行った．

個体測定（全長．叉長‘体長‘体重）
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生殖疎熟度（亘量．長さ）

胃内容物（餌料宝物ω桓頻．個体重量色復原に必要な節ヲ？の測定）

年令査定用母収は推体の係取（現物内水研あて送付）

調査経過概要

1 体長組成

1ヶ年（7月より）の漁獲漁能42極の体長測定を行った。その中主要魚獲物と，忠われる

ミツエソ‘マアナゴ．マガレイ．アカハゼ．マハゼ．テ Yジクグイ．の体長組成を示すと第

1表の通りであった．

~ 2 魚食性魚類と餌料生物との関係

‘ 
a・

(.I)調査魚種及び測定尾数

ミツエソ 2 4 7尾 アカカマス 7尾

ホシエソ 2 7 マハゼ 2 7 4 

マアナゴ 5 1 0 アカハゼ 1 1 0 4 

ノ、 モ 3 4 ヒ メ シ’ 7 9 

シログチ 7 8 

(]I)餌料生物

前記各魚樋に捕食された生物の極頑及び局数は次表の通り 22在fi92 6尾であった．調査

漁極の中には完全消化又は消化。：相当進んでいて極類の査定．個体数の算定が尉英語なものが

多く量的（届数）｛こはかなり少なくなっているが餌料主f舎の極類としては次表の如く 20～ 

2 5種程度である。

餌料宝物の種類及尾数

餌料生物 尾 数 ~ 餌料生物 尾 数 % 

カタクチイワシ 9G 9・7 ト フ よ乙 ピ 98 1 0・6
ア カ ハゼ 5 5 5・9 ア カ ニz:. ピ 1 1 5 12・4
コモチジヤコ 1 0 1 • 1 スベスベエピ 1 8 1・9
ヒゲハゼ 1 7 4 18・8 エピジヤコ 6 6 7・1
テソジクダイ 4 0・4 ノ 、‘ ‘ 一守 ピ 7 0・7
不 ヅ ツ ポ 0・1 テナカチツポウエピ 54 5・8
ア カ ウ オ 3 0・3 ~ ピ s p 9 3 1 0・5
・マ ア ジ 0・1 ジンドウイカ 1 4 1・5
ウシノシタ 0・1 シ ヤ コ 7 0・7
J、 ゼ 8 p 89 9・6 カ ーー s p 2 4 2・6
カレイ SP 2 0・2 計 926 

-6 3ー
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（直）捕食魚と餌料生物との関係

餌料生物の捕食魚別摂餌割合を示すと第2表の通りであった。なおこれら餌料宝物を方タ

クチイワ・ン．ハゼ類．その他の魚類．エピ類．その他（軟体頬． カニ頬）に大別し．その割

合を図 1に示した．

即ちミツエソを除く他の魚留はエピ類が最も多く全体の 50～9 0 %に及び次でハゼ類が

多く（3 0～5 0 %）捕食されている．

ミツエソはエピ類を殆ど捕食せずカタクチイワシとハゼ類を多く捕食している。

（担当 巻田一雄）

ーる4-
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図1 捕食魚と餌料生物
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第 1表 主主客魚獲物体長組成

常予ぎ ミツ L ソ ア カ ハゼ 7 ，、 ゼ マガ ν イ
！－今

7 8 阿IO11 12 I 8 9 10 11 12 3 9 10 11 12 3 7 8 12 2 3 
2 

40～ 50 2 1 19 3 ー一

50～ 60 2 
,, 

23 57 7 8 22 4 

60～ 70 68 121 15 32 81 5 

70～ 80 1 65 143 47 79 121 9 

80～ 90 ' 5 19 77 56 68 57 2 s 3 4 
90～100 9 4 33 30 41 8 l 2 13 5 12 4 
100～1 10 J I 2 I 4 5 20 7 16 6 15 20 7 40 16 26 
110～120 4 2 2 5 3 7 23 9 6 13 2 1 5 17 45 33 41 

lB品！

120～130 7 8 I 1 3 4 2 15 21 24 11 10 11 2 6 13 33 37 41 
130～140 10 5 2 2 1 1 5 6 18 15 13 22 5 9 13 22 JO 31 
140～150 11 5 12 3 3 2 11 14 31 14 s 4 I 6 26 13 17 28 
150～160 14 3 3 1 1 1 9 13 8 9 1 3 2 3 3 9 17 11 19 29 
160～170 7 3 2 3 6 4 4 4 2 5 9 6 4 3 6 l 0 5 23 21 
170～180 2 S 2 s 2 l 10 27 ID 6 3 8 

180～190 l 3 3 4 11 28 20 7 4 3 6 
190～200 6 6 4 2 3 18 11 3 3 6 5 
200～210 5 3 5 2 10 5 2 2 
210～220 1 1 15 2 3 1 

220～230 4 2 30 2 

230～240 1 2 3 31 

240～250 2 12 

250～260 2 2 

260～270 

270～280 1 1 

280～290 

290～300 

計 46 26 6! 2 36 31 36 16 14 96 239 550 122 8 324 351 2 14 3 98 38 94 59 ll ・6 9 53 32 159 196 206 242 



誌~7 ’マ ア ず コ． ア ン ジ ク ダ イ

8 9 7. 8 '.l 11 12 ，“ 、 9 10 11 12 
一一一

25～ 30 

30～ 35 7 2 

35～ 40 11 20 15 3 

I 40～ 45 3 30 19 ョ。 ヲ

; 4 5～ 50 3 6 25 61 34 25 3 3 

j so～ 55 1 1 l 34 57 30 16 3 4 

55～ 60 4 9 8 23 59 25 16 5 

60～ 65 10 9 10 29 30 6 9 3 

65～ 70 3 18 13 13 22 2 11 5 3 3 

70～ 75 6 10 3 16 5 8 20 3 2 1 

75～ 80 5 2 JO 18 5 8 2 10 8 4 2 

lR41 

80～85 8 7 40 24 

15 「~
う 2 2 

85～ 90 19 3 7 69 36 2 

90～ 95 16 6 5 62 40 9 

95～100 24 2 ＆。 38 20 

100～105 13 28 18 14 

105～110 4 2 11 14 19 

110～115 6 s 9 31 

115～120 6 1 2 3 24 

120～125 3 18 

125～130 4 12 

130～135 1 1 

135～140 2 

140～14 5 2 

145～150 

計 97 33 29 309 204 188 61 53 48 148 259 182 107 25 19 



第2表 捕食魚別挺餌割合

③ミツ エ ソ ⑦マアナゴ

一一一一－ーーー

餌料室、、躯..i,町叱昨季ドョ数ー司、同
7 8 9 10 11 12 計

ト・ーーー『ーふーーー－司ー
47 26 65 2 36 32 38 246 （め

カタクチイワシ 43 16 3 3 12 出の
ア プJ ハゼ 4 5 

~子-J」 7 8 9 11 12 2 

s：計；’!:?o 餌料生物 、‘ζF開 52 33 28 158 156 102 3 
カタクチイワシ 4 6 

ア カハゼ 1 ' 12 13 11 3'l (6・3
コモチジヤコ 3 4(2.2) コモチジヤコ 1 6 ・ 6 (1・o)
ヒ ゲハゼ 12 13 7 33 (1眠！） ヒ ゲハゼ 4 7 37 46 27 122 (20・s)
テンジクグイ 44 (24,2) テンジクダイ 5 15色・s)
q. ヅ ツ ぷ l (0.5) レ，、 -t! s p s 4 2 7 7 8 33 (2・s)
で~ ヲR ジ 1 1 (0.5) 
，、 セ’ SP 10 14 5 8 6 I (US) エ ピ ジ ヤ コ 12 28 14 55 (9・2)

－恥∞i

カレイ SP 2 2 (11) 

フ ニL ピ

ア カ ニL ピ 2 2 38 47 22 111 (18・7)
テナカラシポウエピ 4 9 9 11 2 35 (S・9)
ト フ エL ピ 27 49 15 91 (15・3!.

スペλペエピ 1 1 (0.5) スベスベユピ 5 3 ,j 12 (2,0) 
エ ピジ ヤコ 2 (1.1) サルユ ピ 3 2 2 7 (1・2)
ノ 、. .:,:. ピ 2 (1.1) マイマイエピ 2 3 3 6 (1・3)

ニL ピ SP 4 2 4 5 3 18 (3・o)
ジンドウイカ 2 4 (2~) 

ジンドウイカ 1 8 1 o C 1・7)島一一－
晋十 48 22 46 3 12 13 38 182 

シ ヤ コ 2 2 4 (3・2)
カ 一 s p 6 9 19 .(10・7)

計 25 16 9 172 235 135 2 595 



、
。マハゼ ＠シログチ

；立高
12 2 3 

99 34 85 59 2 77 （第） よ延長 9 11 12 計

12 4 1 2 4 ( % ) 
・...

ア カ ハゼ 4 8 (10・3) カタクチイワジ I ( 0・9)

一
ヒ ゲハ ゼ 6 4 ι；6 (20・5) ヒ ゲハゼ 4 ( 3.7) 

テンジタタ．イ 3 ( 3・8) d，、 ゼ s p 9 9 ( 8, 4 ) 

アカ ウ オ 3 3 ( 3・8)

ウシノシタ 1 2 3 ( 3・8) ト ブ ＝乙 ビ 3 ( 2・8)
・－

ノ、 ゼ s p 1 ( 1・3) ア カ :z. ピ 3 3 ( 2・8)

マイマイエピ 1 I ( 0・9) 

テナカラツボウエピ 2 14 18 (23・1) エピジヤコ 2 3 6 ( 5・6) 

！酢？l

エピジヤコ 3 3 ( 3・s)

ノ ‘ 、‘ ニE ピ 4 4 ( 5・1)

ノ 、、． ::r.. ピ 1 ( 0・9)
・-

テサてカラツボウエピ l ( 0・9)

マイマイエピ 3 4 ( S・1) スベスベエピ 2 2 4 ( 3. 7) 

ア カ よ己 ピ 1 ( 1・3) .:r.. ピ SP 73 73 ( 68・2)

ト フ よL ピ 4 4 ( 5・1)

スベスJえよL ピ 1 ( 1・3) シ ヤ ::z 1 ( 0・9)

:z. ピ SP 2 2 ( 2・6) ．－ 

計 97 7 2 107 

シ ヤ コ 2 ( 2・6)

カ 一 SP 2 3 5 ( 6・4)

計 21 3 20 34 78 



モガイ生態調査

〔I〕 モガイ生息状況調査

モガイ生態調査の一環として．大阪港第5区及び堺港F付近における主息状況とその環境を調

査したので．その結果を報告する。

調査場所

調査海域並ぴに調査地点は次のとおりである（図参照）

海成区 分小区分
生息状況潟査地

環境羽査地点数
点数

伝百 考
． 

北部 S七. 1～ 4 j at ,A 1.~ 

大阪港第5区
中部 S七. 5～14 1 O s七.B

南部 S七， 15～18 4 st.a 
者ifl.J.）発生すると考えられ

小計 18 3 
るiif}ifえ

大和川河口 S七・ 19～22 4 S七.D 
毛ガイiヱイたり主店、しないと

いわれる海域

堺 港 s t.23～32 10 S色.E 
稚貝の発生するといわれる

海域

堺 港 沖

（沖合3DO Om) 
S色・33～39 7 S 七• F 

成良が生息し冬季は桁絹の

漁場となる海峡

石 津 Y中 Sも・40～45 6 ~も• G 
稚貝．成貝が生息するとい

われる海域

計 45 7 

一70-
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調査時期

生息状況調査 32年5月8～9自

主息環境調査 32年5月28日

調査方法

主息状況調査は小型機船底曳網漁船2隻（2.. 5屯及び 5屯）を傭船し．貝桁縞（肩幅 12 0 
C1lえ爪の間隔 1・5m司爪の長さ 5・5r:m 1～2了を 1地点5～10分（地点により多少の長短
ができた）を基準として曳刺採貝したa 但しこの漁獲量は桁の併造上から曳網面積当りの絶対

量ではな凡なお大阪港第5区は操業を禁止されているので‘附こ大阪港長の許可を得て実施

した。

採取した潟獲物は主貝（その殆んどがモガイ）と死貝殻等の央雑拐に分け．見地桝（ 5賀容

量）により主貝のぬ¥1.tlt＇を記録し．その一部分を試料として保巣‘一升当り（正味）の粒数．

卒均殻長．卒均殻高‘平均依幅及び平均重量を測定した。

生息環境副査は水j梨、水温‘比重．水質（水素イオγ濃度、溶存自支払亜硝酸塩‘珪酸塩）
底質、 J底土心化判W且~及びプランクトン組容量（沈澱艶を制宣した。

調査結果

1、モガイの生息状況

調査の結果を別表 1に示した。

（／）大阪港第5区内

，‘『ト

この海域での操楽i工一般には禁止されているが、例年多寡はあるが椛貝の発生がみられる ．、
ところである。しがし都市廃水等の流入により海水が汚染されるため．充分成育しないとも

いわれている。本年も南港埋立地に泊って南北にわたりかなりの稚貝の発生が漁業者間で推

定されていたものである。

調査の結果．総括的にはモガイの大きさは20～3 5 mm ( 1升中の粒数 13 0～3 0 0 
粧位）でやや成貝に近く‘即ち‘極貝としては大に過ぎ‘成良としては販売に通しないとい
った程度のものであるが、、港内全域にわたり量的にかなりのものが生息している．

即ち‘北邸（大阪港第 1区寄り）では殻長3a～40mm位（ 1升中の粒数 13 0粧位）
のものが多く、販売に適する大きさのものも含まれている．中郎（木津川河口沖）ではこれ

より幾分小さくなり殻長20～3 0 mm ( 1升中の粒故20 0～3 0 0粒位）のものが多く

-7 2-
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更に南部（大和川河口寄り）では殻長35mm前後のものが多く地威的に若干大小の差異を

認めt～
曳締時間当りの漁獲量をみると．艇には中部が北郎及び南部より多いようである。

叉、北郎及び中部では爽雑勅（カキ等の死貝殻）が多く生貝と員殻の割合が 1: 2位の地

点もあるが．南部においては殆んど爽雑物は認められなかった。生貝はモガイのみで他の具

類の生息はみられなかった。

(.2）大和川河口附近

S 七・ 2 1の外はモガイの生息がみられなく、従ってそガイの生息はごく限られた小区域と

推定される。

C.1＞堺港内

港内の北間品工凌池のためモガイの生息をみないが、南防波堤寄りにおいて殻長5・。～15必

mm位（ 1升中の粒数2,0 0 0粒位）の稚貝ぷ相当量（ 1 0分間曳網して 1貫内外）泌箆

された。これらの稚貝は昨年夏から秋にかけて発生したものと思われるが、いずれも成貝や

木片等に累鎖的着していた。しかし生息分布はそれほど広い而伎ではない。

（α）堺港沖

今回堺市が種貝を移殖した海成であるが‘一設に冬季艮桁網漁業。漁場となる海成で．本

年も相当量のモガイを漁獲したといわれる。

調査の結果、殻長30mm以と（ 1升中の粒数 10 0粒以上）の成貝が漁獲されたが．す

でに採取しつくされた後であるため．盤的には少く 10分間曳網して 0・2～ 0・5賀穆良であ

り、漁獲物中の大半がカガミガイ（方言モチガイ）等の死貝殻であった3 叉場所により数個

... のアカガイとオユアサリ（方言オキアサリ）が混遊された

Cs＞堺市石津沖

この海域では堺港沖と同じ他局結さ句史貝に混って殻長 15 m m位の稚貝が漁獲されにな

おこの海域の底質は砂泥質のため、今回使用した桁綱は適当ではなく量的な把侮は不十分で

あった〈業者は砂泥質の場合は桁の爪の短いものを一般に使用している）。

2＇モガイの生息環境

調査の結果を別表2に示しTこ官

(I)水温及び比重

調査時の表層水温は 18・0～20・8。C，底層水温は 14・8～17・2。Cを示してお

り．表婦の比重 cc）は 17・80～2 2・85，底層の比重は勾 5・28～2 4・21 15 
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o.:;舵閤である。大阪港第5 区内（ S 色• A～0) I 大和川河口（ S 七• D）において水深が

浅いにも拘らず‘表底両層の比重の較差が著しいのは河川水の影響によるものであろう。

(j＿） 水質

水素イオ Y濃度（pE値）は表層では7・7～8・2.底層では 7・7-8・2を示し．石津沖

(S色． α）の他は．治岸海水の通常PH (8・2前後）よりやや低い値を示している。

溶存酸素量語調て守主 4・29～6°5 7 oc,l'L ，底層では3・63～6・19 cc/L'である。

亜石機塩は表層では0・01 4～0・45 5 mg/入表層では0・006-0・050m九で

あり．全般的に表層の方が底層に比べて多くなっている。大阪港第5区中郎（ S色.B）と

堺港内（ S色.El）において特に高い値を示すのは．木津川及び堺旧港から流出するー都市廃

水等の影響によるものと思われる。

珪酸塩は表層では2.10～8・46mg／入底層では2・36～4.1Qmg/Lであり‘石津沖

(S 七• G）を除く他の地点においては表層が底層よりも高い値を示し．この傾向は大阪港

第5区内（ S も. A ～ C ）及び大和川｜河口（ S 七• D）において特iこ著しし、。陸水に主たる

給源を有するこれら珪酸塩の値と前記PH値の傾向よりみて．石津沖（ S 七• G）を除く他

の地点は多少の差はあるが．いずれも河川水の影響を受けでいることが明らかである。

(-l）底質及び底土の化学的組成

底質は大阪港第5区内．大和川河口‘堺港内及び堺港沖はいずれも泥質であり．石津沖の

みが切花尼質である。

底土の化学的組成をみると．正常な泥質では過マンガγ酸カリ消費設が 15～3 0 mg‘ 

＊ 
灼熱減量／.｝； 1 0～1 3 ！£の範囲で、工場廃水その他に影響された泥貨はこの範囲外にあると

されているが‘今回の剥査地点のうちにはこの範囲を外れるような泥質の地点は見受けられ

な凡ただ水温の上昇に伴って泥の灼熱波量及び過マンガン酸カリ消夜泣の｛躍が増加する。

員fJち底騨こ酸素欠乏の状態をひき起すことが知られているので．夏季におし、て必ずしもこの

正常な値を持続するかどうかは疑問である。特に過マ γガγ酸カリ消貨量の多い大阪港第5

区内及び大和川河口においてこの懸念。：強し、。

遊離硫化物についても特に高い値を宋す地点はなしL

(Ii） プランヲト γ粗容盤〈沈澱量）

調査地点のうち最も豊富なのは石浄沖（ S 七• G）で58・20C／も18 ＇次いで堺港沖（ 8t.F)

事 荒川．新田：内水研究報告第3号（28年3月）

~ 

a町R
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4・R

ー・h
a・

で47・ooo/fu8を示すが‘大阪港第5区内及び大和川河口では前記2地点より少く‘一般

に治岸部より沖合の方がプラ γクト γの盆が多いようである．

要約

( 1）大阪港第5区と堺港附近においてモガイの生息状況とその環況について調査を行った．

(2）大阪港の第5区内にはかなりのモガイが普遍的に生息しており．特に中央郎が量的に多

い。貝の大きさは殻長20～35mm位である。

(3）大和川河口ではごく限られた区成においてそガイの生息がみられる。

(4）堺港内では昨年夏から秋にかけて発生したと，思われるモガイの稚貝が成貝や木片等に累

償附－着していたが．南防波堤に治ったそれほど広くない区域である。．

(・5）堺港沖は冬季貝桁制魚業の漁場となる海域であるが、モガイの主息はすでに橋部こなっ

ていて．別途行われた堺市の移殖事業は有効なものと考えられる。

(6）石津沖は砂泥質11.)た今回の調査漁具では採摘が十分でなかったので．量的な把憶はでき

なかったが、堺港沖と同じ位の成貝に混って－1Sm m位の稚貝がみられるL

(7）生息環境を調査時の水質及び底質等から判断するとそガイの適応範囲はかなり広いと考

えられる。港内（大阪．堺）の底質は沖合に比絞し．有~廷が多いので．夏季水温の上昇

に伴う底質の変化がモガイの消長にMj係するのではなし、かと想像される．

（担当 時岡博．宮本祐介，兄郎次郎，佐囲東和夫）

-7 s-
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別表 1 生息状況調査紅i長

丹空l調ま｜採集漁具｜曳嗣時間！？とイ
場FJrI tl!.l点 i I i闘機 M:
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1
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！
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大
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第
一
寸
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f
M
F
E
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215131・9 2 s .・1 I 2 o・7I 9・21刑判E跡事ぺ拠撒噛1: 1 ----
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大2so I 3 o・1l 2 3・7I 1 s・7
小1臼0113,5110・4

7・61死良殺僅少
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別表2 生息環境調査結果

元司':R同王地＼点、
九 、、．

B 。
水 深 （m) 5.0 4.5 5・0

1表周

水温 c・c)
18・0 1 8・0 18・0

！底層 14.3 15, 0 15. 2 

l表。 1 8・1819,05 18・2.8
比重（61s> : 

I l託。 2 3. 94 23・70 23・96

（表が 7.7 7・8 7・8
PH  

I／まか 7.9 8 • 0 8,0 
オt

(cc/L）；表。 5. 31 4,56 4.59 

溶存酸素 l底。 3.74 3・64 3・63

(m g/L) I表か 0・052Q,455 0・066

亜石糠塩川。 0・0500・046 0. 0 12 
’民 I 

(mg/L) I表 M 6°92 5.74 6-06 

珪酸塩 l底。 3 ・ 16 2.90 3・02

底 質 M. M. u. 

底 灼熱減量（%） 1 2・90 14°58 11 • 27 
土
の

刷マ烈ソ広ガEγ』鼓よるカ池リ
化 22・68 2 7. 3 1 18・11
的学 消貨量特命尼g)

組 遊離硫化物（。） 0・0750・040 0・050
成

プラ Yクト Y粗容量
（沈澱量） 37・6 38・6 2Q.4 

(cc/ma) 

（註〕 底質のM ・は泥， MS，は泥混りの砂，

-7 8-
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〔立〕 モガイ係苗試験

大阪府下においてサルポまたはサプロ等の方言で呼ばれているモガイ（水産上の通称で．和

名はサノレポウ） 』九年間約 1,000 トγ （30万質）が成貝として漁獲され．また北部治岸

で天然に大盤発生する稚貝を．増獅句見地から府下のモガイ主要漁場に移殖すると共に．養姐

用極苗として他府県にも移出している。しかし．その生産に豊凶が甚だしく‘掬こ種苗につい

ては恒常的な供給をなし得ない現状にあるので．毛ガイ柿こその稚貝の生態を明らかにし．併

せてこれが人工係苗事業についての基礎資料を得るため試験を実施した。

....モガイ人工採苗の沿革
第 1図 試 験 地

モガイの椎貝は足糸で他物に附着する性

質があるので．その人工係苗の可能なこと
-I- 大

が平くから着目されて．すでに大正年代に

福岡．佐賀及び岡山の各県で試験が始めら

れた。初期の頃はし、ずれもよい結果が得ら
大

れずに終ったが、昭和 12年．島根県の中
阪

海において最初にその可能性が立証され、 ヨi 市

その後農林省水産試験場．島根県水産課． 湾

同水産試験場等によって採苗方法並びに保

苗した種苗の移殖養成方法等の研究が進め． 
ーられた結果、昭和20年．遂に経済的養殖

の方法に成功．人工係苗事業として産業的

にも発展し今日に至っている。

一方．中海以外の地における採苗試験に

好成績が得られないことから、一時採苗場

の成立条件として中海の特殊性状を重視す

る向もあったが．その後佐賀県水産試験場
凡 例

②～⑦：試験地
IJt有明海で‘また広島県水産試験場が岡県 d仏%’y ：モガイ稚貝

下でそれぞれ好成積をあげたので‘中海以 天然発生場所

外の場所でも人工採苗の可能なことが明らかにされてきた

-7 9-



試験方法

1 試験地

試験は次の府下北郎沿岸5カ所において実施した。 （第1凶参照）

試験地 j易 所 地点数

A 泉大津市青潟町地先（大津港南方） 2 

B ’F 小倒I地先（大津港北方） 2 

。 来北部高石町羽衣地先（水産試験場地先） 2 

D 対反市住吉区南港町地先（大和川河口） 1 0 

E ，， 平林南之町地先（大阪南港） 5 

2 採苗方法

藁縄製採苗みを長さ約 ？m‘周24C-mD孟宗併を支柱にして， A , B及び G試験地は第2

図（ a）のように各地点 12条‘ D及びE試験地は同凶作）のように 3条づっ設置し＇ 7 

月下旬～ 10月下旬の問次のとおり採苗を仔った。

第2図 採苗施設略図

( a図） ft ( b 図）

←一一一支柱（孟宗竹）

3m 

？：： ．． 
司 重石（レンガ） ．．．．．い．

・＊太さ約6mmの興組を3本撚りとして 3mに仕立て．これに 12Cη約外に切った藁片を挟み

込み．これをコールタール染めじたi, -. r ...・

」－80一

~ 

』.... 

‘ー



時期別

a> 8月上旬垂下一8月下旬取揖

試験地垂下月日

A 8月 2日

B 8月 5日

（立） 8月上旬垂下－ 9用下旬取揚 A 8月 2日

同
H

口
H

口
M

F
h
d
4
1
4
1
 

又
d

同
月
同
月
同
月

n
O

マf
n
O

B

G

D

 

UlD 8月下旬垂下－ 9月下旬取揖 A 8月30日

B 8月30日

4・’v
((V) 9月下旬垂下一 10月下旬取録 A 9月26日

B 9月26日

C 9月26日

・D 9月30日

E 9月30日

<.V> 7月中旬垂下－ヲ月下旬取揖 E 7月15日

ロM

口
H

門口一

n
u
n
u

臼
け
一
之
J
V

之
d

揚
一
月
月

取一

8

8

9月26日

9月26日

9月26日

9月30日

9月26日

9月26日

1 1月 1日

1 0月31日

1 0月31日

9月30日

数
一
日
日

日一

8

5

過一

2

2

経一

55日

52日

57日

6 0日

2 7日

27日

（流失〉

（流失）

36日

3 1日

3 1日

7 7日

位）第1回の量下i工7月15日（D及びE試験制と 25日（A,B及び 0試験地）に行つ

たが＇ E試験地のほかは風波のため施設が破損し保首器を流失したので‘ 7月31日～ 8
月5日に再度採苗器を垂下した。

3 附着数の計数及び殻長測定

取働デた採苗総工 socm毎に切り．その中から平均と思われるところを 1oe1n切りとり試

料としT九モガイと他の雑貝に分けて附着実数を数え．これを5倍して 5ぽm問の附着数と

し合計して保苗器1本当りの附着数とした。また計数に供した試料のうちから一郎を選んで．

2.snun間隔に目盛をつけた簡易測定板で殻長を測向した。

4 海況観測

各試験地において水温及び比重の観測を行った。

~ 

試験結果

1 モガイの附着状況

先ず時期刷亡附着状況をみると（第3図参照）

8月上旬ー8月下旬（25～2 8日経過）：殻長 1mm位の稚貝の附着を認めたが．肉眼



で認め得るものは僅少であ．った。
＊ 

8月上旬－ 9月下旬（ 5 2～6 a日経過） : B試験地で採苗器 1本当りろ， 685粒の附着

をみたのを最高に大体A試験で 20 0～3 5 0粒＇ B 試験地で2,000～3•500粒、。試験

地で 1.• 0 0 0～ 1 • 5 0 0 粒程度の附着がみられた。 D 試験地は採苗器に藁マプシ b~磨り

切れて縦だけになったもの．重石の煉瓦が落ちて巻き上ったものなど/J'iあり．附着数もとる

に足らない程度であった。

8月下旬－ 9月下旬（27日経過） : A試験地が 1本当り 40紘 B試験地が 10粒湿度

に過ぎなかっTこ。

9月下旬－ 10月下旬

( 3 1～3 6＇日経過）； A 

及び B試験地は施設が流： 4.0 00 

F付
着

数

失し＇ 0及びD試験地で

も附着は極めて監かであ

った。なお． E試験地で 3000 

は7月中旬－9月下旬

(7 7日経過）． 9月下旬

-1 0月下旬（ 3 1日経 2000 

過）のいずれについても

殆んど附清をみなかった。

次に水深によって稚貝 1000 

の附芳状況がどのように

変るかを， A, .B及び0

試験地の8月上旬－ 9月

下旬． 8月下旬－ 9月下

第3図 採首器1本当り附着数

粒
[12]雑貝~モガイ

、醜

CI 

島
、

、．

A
：・一
d

,A試験地， 8月上旬～9月下旬 a ・・同， 8月下旬～9月下旬
句について調ベると次の

,・B試験地， 8月上旬～9月下旬 6・・同， 8月下旬～9月下旬

ょうである（第 1表、第 0 ・・ 0試験地， 8月上旬～9月下旬

4図参照）。即ち、いずれの試験地も特に濃密な附着層はみられないが、 A試験地では水深

1.5～3 m （海底）の問、 B試験地では 0・5～2mのi百l，。試験地では 1～2,5mの閉が多

く．これらを平均すると一般に 1～2mの聞に最も多く約60 第が附着していた。

．＊既に人工採苗を農業化してヤる島根県中海では、藁または・ンダ製のものを 1• 5m (5尺）

に仕上げて 2つ折りにしたものを3つ組合わせて「 1房」と呼びこれを採苗の単位としてい

るので、本試験で用いた採苗若嗣工「 1本jと呼び区別した．

・・-82-



モガイーの一垂一直五的一附着状況一（実一数一）一一一百一一一一

8月9 山旬、月下旬 18ij隔
雌 I 1I 直 I 

一一
。～Q•~m 5 5粒 。粒 145粒28 0粒
o.s～1・0 。 10 。 850 845 。
1・0～1• 5 35 10 5 1.01 0 98 5 。
1 • 5～2・.0 105 25 5 605 1,355 1 0 

2.0～2.5 165 75 15 263 176 。
2°5～5・0 55 65 1 5 40 39 。

ーー，．． ．．．．． 4・－ ・・圃，． ． ．． 固圃 ．掴圃・圃 ．．．． 司， ．，圃回白 ・司・・・ 一一一一一 一一一一 一一一一一 ．固・M・.・陶・ ．．．．． ． ．． 唱・

計 365 190 40 2913 3685 10 

-,: 第4図 モガイ及び雑員の垂直的附着状況（比率）

~~jfィ囚雑貝 ~フジツポ ー一一一附着なし

aI a.JI a' 。

水

深 2 

七
bl blf b’ 。

ー水

探
2 

A・¥ 
... _ 

3 ,m 

cI err O]I 。

水

深

J~ E〆ヨ，r 邑，.，...’ Y／.”E 

::・ _::. （註）

．． ‘・切 ・
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2 雑貝の附着状況

モガイのほかに採苗者計こ附着するものはフジツポ類．貝頬（いずれも推貝）では次のもの

がみられる．

フジツポ類の附着bi特に多く＇ A. • B及び

0試験地では垂下後20日位で採苗器がフジ

ツポ類で援われ、その殻の閥的部こそガイやそ

の他の雑貝bi附着するとL、う結呆になった。

8月上旬－ 9月下旬のものを視察したところ

では．一般に水深0・5～2mのfHJb：最も多く

深くなるほど附着が減少するように見受けた

（第4図参照）

進貝も B試験地の8月上旬－ 9月下旬のも

のを除けば．全般にモガイの附着数をはるか

に主廻った（第3図参照）。また一般に水深

0・5～2mの問に附着が多くモガイの場合と．

種 類本

イ ポ 一一 シ

タガソデモドキ

ホトトギス

・マ すf キ

シマハマツポ

ナミマガシワ

ア サ リ

ノ 、、、 ーー ナ

ムギガ イ

ブドウガイ

出現の程度

40. 9第

40・9

12.a 

5・3

1 • 2 

． 

0・9 

t• 

大差がなかったが（第2表．第4凶参照）．各府毎に両者の附着の比率をみると．水深が深

、陶酔

くなるほどモガイの比率が逆に浅くなるほど雑貝の.ti率が大きくなる傾向がある（第5図参照）

第2表雑貝の垂直前約苛状況（実数）

1,1育子ぶ～》泌芝E盟て金関司地曾I-
ム B 。

8月上旬～ 8可下'rT}-8月上旬～ 89月月下予白ト旬 8月上旬～ 9月下旬9月下旬 9＆句 9月下旬

I II 盟 I 江崎 ]l I n ill 
川崎

粒
7粒5 

粒， 粒 ；粒 粒 粒 粒 粒0～0・5 5 15 170 505 30 40 80 150 
0-5～1・0 65 20 。335 9~0 90 310 3 70 840 
1 • 0～1 • 5 130 65 。10 10 13 7 5 100 360 640 895 
1 • 5-』 2・0 175 75 5 290 785 75 1165 5 75 730 

．・2・0～2・5 175 270 10 150 202 35 430 80 380 
2.5～3・0 25 25 20 7 16 45 。 。25 －ーーー』ーーー『ーーーーー・------』ーーーーーーーーーー 一ーー一ー－－ーーーーーーー ド・・ーー－－－－－－ ．．．．． ． ．． ，． ．．．．． 司困・咽・．圃圃・bーーーーーーーーーー 』．司ーーーーーーー 一ーーーー計 5 75 530 50 1962 3803 375 230.5 1745 3020 

＊雑貝の同定は大限市立自然科学博物館堀勝氏の好意による。
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4・~

3，モガイの殻長組威

採苗締こ附着したそ

ガイの大きは大体殻長

12・5mml以下で．その

殻長組成をみると 8月

上旬－B月下旬のもの

では2・5mm以下の大

きさのものが60%を

占め‘ 8月主旬－9庁防］

のも唱は 2.5～5・0mm

シコ大きさのものが 50

第5図 モガイと雑貝の水深別附着比率

~モガイ Eill雑貝

0 
水

深

Q b 。

2 

3 
骨一一一ー＋

100 % 

nu r
、、

－－
z

・J
寸
，

， 
a 

．、，－．：

2 

%前後を占め最も多か 深

つTこ古なお． D 試段地

で7月中旬から 10月

下旬まで設置した支柱 3m  

の竹杭に附着した稚貝

には最大 17mm位の

ものも若干みられた。

（第3表．第6図参照）

a,b,o・・・・・・ A , B及び0試険地

8月土句～9月下旬

c.~' . 6・・・・・・ A及び B試除地

8月下旬～9月下旬

第 5表 附着したモガイの殻長組成

a’ ,, 同地 B A B 。 D E D 

！旬 8 8月上旬～9月下旬 9Ff下旬～10庁R〕
7 

(mm) I 8汗F旬 10月下旬

2. 5以下 6 1 • 3 % 11・8%30・u 4. 7'/, 17・8第 J % 

2.5～5・0 38・7 49 •,8 7・7 46・4 66・3 57. 1 

5・D～7・5 31 • 7 11 • 8 38・0 14. 4 42. 9 14・8
7・5～10・0 5・7 0・4 9.4 1 • 4 18・0

10・0-12• 5 5・0 1 • 6 45・8
12. 5～1 5・0 16-4 

15・0～17・5 4.9 

測 定 2 71粒 61粒
，， ，， ，， ，， ”J 

，， 

備 考｜ 2 5日 5 ？－日 5 2日 57日 3 1日 31日
的10杭8に目附着）
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入るといわれているので‘ iiH記の 40 

附着時期から依して産卵期はほね

7月上旬～ 9月下旬‘その盛期は

7月中旬～8月上旬の聞であると

4 附若時期の海況

附着！時期の海況調査は不定期且

つ不充分であるが．水温が19～29

・C，比重が1・018～1・023 （但

しE試験地の地脇工鼠めて低で

1 • 0 0 1～1・008）の範囲であっ

た（第A表参照）

ラ彦 察

モガイの附着時期ほほね7月～ 10

月の間であり‘また8月上旬垂下

一9月下旬取鵠のものと 8月下旬

垂下一 9月下旬耳支拐．のものと比絞

するとd一；j;,ff,DVL;J数b：後右．むζ．，；

より著しく多いことb、ら‘なて．的

訂・の，乙j切；工8月と；TJ・-s n下旬tD

i切にあるとf仁；？？される。更にモガ

イは産卵後約2週間で附芳生活に

考えられる。

採苗器1本当りい 009粒以上

の附著があれば経済的に採首可H旨

な場所といわれるが．今回の試験

で 1本当りい 000粒以上の附着

をみたのは B及び0試験地だけで．

他の試験地は若しく附着が少いの

で．人工採苗の事業化を目途とし

第6凶 附着したモガイの殻長組成

持｜⑦

60ヤ対 8月上～8月下
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第 4表 海況観測結果

昨ぷ
混（。c)

層’底

比重（615 ) 

層｜表層； iま

( A 試験地）

四： 25 

¥1H: 2 

¥illi:29 

IX: 2 6 

x: 8 

25・0, 2 4 ‘ 4 

29・6 ’ 24・8

28・0 1 28・0

23・2 I 一
22°6 I 22・2

19・99:
18 • 43 I 

23・43'.
23・os:
20・221

20・50

23・31

23・27

22・01

・圃・B
( B 試験地）

VI:29_1 2い4 : 

V1I:2sl 2s.s: 

vlli: 2 9 I 28・2.:

JX:26 I 23・0 I 

X: 8 I 22・2 I 

20・2 I 22・21: 22・66

24・6 I 18・971 21.52 

28・2 123・24: 2 3・27

23・oI 23・27: 22・91
22・2 122・08: 22・21

w: 2 5 

DC 2 6 

X: 8 

C o試験地）

25・2 : 23・8 12 1・26: 23・56

23・2 : 23・3 12 3・05; 23・W
23・0 I 22・8 122・37: 22・44

VIl: 15 

~ lvn: 30 

.lX: 3 0 . 

X: 3 1 

( D 試験地 ）

'28・6 : 24・7 I - I -

27・4: 24・2 I 一：－
20・4: 23・8 121・38: 21・38

19・3I 20・5 I - : -

日： 29 

vn: 1 s 
VH:30 

wu: 1 2 

1X: 3 0 

X: 3 i 

( E 試験地）

23・2 : 20・4
27・6 I 26・1
28・8 : 25・8

26・4 : 23・6
18・8 I 23・4
19』7I 20・6

1・74:20・72

1・00; 16・00

之－

M
n
o

『

J
n
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・
・
一

ク
』
内
ζ

。
，
』
つ
L

J
O
門

U

J
O
n
u
 

・
・
－

n
o
n
u
 

届

て考えればB及び 0試験地のほかは

保菌の適地とは考えられないようで

ある。

モガイの附着と水深との関係につ

いては．水深 1～2mの聞に多く附

着するが．特に濃密な層はみられな

川濃密層の出現には繊度の躍層が

影響するといわれているので．これ

には表層から底屈まで比重に殆んど

差のなし、海況が原因していると考え

られる。

附着時期の全般的海況は．モガイ

の産卵適混25 °C前後（盛期は 27 

oc前後）．幼主浮淋の最適比重

1・018～1・022とし、う条件を満たし

ている。ただE試験地は幼生の浮務

に対する臨界比重 1・010 より低

訴で．従ってモガイの附着は殆ん

どみられなし、。

フジツポ類や雑貝が目的とする

モガイの附着数より多く．更には

垂直的にもモガイの附着層と大差

のないことは これらにはモガイ

の養殖上障害となるものが多いだ

けに看過できな川これらの附着

をできるだけ少くするためにはモ

ガイと同時にフジツポ類や雑貝の

本シダ車場主演製に比ベてフジツポ類や雑貝の附着が少いといわれている。
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本

発生附着状況を詳細にし‘何者。聞の僅かなズレを把偉すると共に採苗方法についても検討

する必妥がある。

以上．モガイの発生附着状況について若干の知見を得たが‘その生態を更に明らかにする
本＊

ためには．成熟l国体の消長、浮務幼主の出現状況（浮務局及び時期等） . i農密発生附着場所

の成立条件等今後なお試験調査をしなければならない面を多く残している。

要約

( 1)大阪湾北郎沿常におけるモガイの稚貝の生j患のうちその発生附着状況を明らかにし、併せ

てその人工採首事業についての基礎資料を得るため採首試験を行った。

(2）附芳J寺：期は慨ね7月～ 10月の！？円であり、その盛期は 8月上旬～ 8月下旬の間と推察され ·~ 

る。

(3）前記附着時期から縫して産卵期は慨ね7月上旬～9月下旬．その盛期は7月中旬～ 8月上

旬の間と考えられる。

(4）採苗器1本当りの附者数は最高3,685)粒であるが‘経済的に人工採苗が可能‘即ち 1本

当りい 000粒以上の附着がみられるのは‘ B （京大津市小開了泊先）及びC （泉北部高石町

羽お也先）の両試験地に8月上旬～ 9月下旬の間設置したものだけで‘その他は著しく附着

が少ない。

(5）附託Ht貝の大きさは大休授長 12・5：：円以下で弐大 17m:1位のものも若干みられた。

(6）附苛胞については‘水深 1～2mの同に多く j付着するが特に浪密な仰はみられない。これ

は減度の綴Mを生じない海況と関係があるものと考えられる。

(7)附器専期の全般的海況は‘モガイの産卵適温25 °C前後‘幼主浮静D最適比重 1,0 18～ ？ 
1, 022とし、う条件を満たし．臨界比量 1,0 10より低 な場所では殆んど附着t払討もお、。

匂）養殖上陣容となるフジツポ類やイポニシ．タガソデモドキ・ホトトギス等の雑貝bi、目的

とするそガイより多く昨捕・し．その附着層もモガイの場合と殆んど同じであるが詳細にみれ

ば両者の問に健かなズレがあるように思われる。
（担当 宮本祐介， 時岡博）
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車事今回も試験地附近で浮務効生の採集を行ったが、成制幼生を見出すことができなかった。
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